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は
じ
め
に
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
漢
籍
や
仏
書
、
ま
た
写
本
類
は
、
地
方
の
旧
家
や
寺
院
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
研
究
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
長
い
間
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
、
印
刷
さ
れ
た
書
籍
の
本
文
を
資
料
と
し
て
重
視
し
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
研
究
資
料
と
し
て
価
値
を
有
し
て
い
る
の
は
本
文
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
全
国
各
地
に
残
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
書
籍
（
板
本
）
の
多
く
に
は
、
本
文
の
漢
字
の
傍
ら
や
、
行
間
、
上
下
の
欄
外
余
白
部
分
に
、
漢
字
・
漢
文
の
読
み
方
や
、
語
句
・
文
脈
の
意
味
・
解
釈
な
ど
が
、
毛
筆
や
角
筆
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き
入
れ
に
注
目
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
漢
文
を
読
み
解
く
た
め
に
、
時
間
を
惜
し
ま
ず
努
力
し
、
様
々
な
方
法
で
学
習
し
て
い
た
当
時
の
人
々
の
姿
が
見
え
て
く
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
書
き
入
れ
は
、
当
時
の
人
々
（
学
習
者
）
に
よ
る
漢
籍
・
仏
書
学
習
の
記
録
（
学
習
記
録
）
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
写
本
類
も
同
様
に
、
学
習
の
深
化
を
図
ろ
う
と
す
る
学
習
者
に
よ
る
営
為
の
所
産（
学
習
記
録
）
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
学
習
記
録
と
し
て
捉
え
直
し
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
江
戸
時
代
の
文
献
が
、
新
た
な
研
究
を
切
り
拓
く
た
め
の
有
益
な
資
料
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
学
習
記
録
を
地
方
語
史
の
研
究
資
料
と
し
て
位
置
付
け
る
た
め
の
基
礎
的
な
研
究
で
あ
る
。
地
方
語
史
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
、
当
該
地
方
に
お
け
る
話
し
言
葉
や
、
俗
語
的
な
言
語
事
象
を
反
映
し
た
文
献
が
少
な
く
、
断
片
的
な
資
料
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
一
部
の
地
域
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
進
展
を
み
せ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
き
た
。
今
後
、
地
方
語
史
研
究
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
新
た
な
文
献
資
料
の
開
発
・
発
掘
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
地
方
の
真
言
宗
寺
院
に
伝
存
さ
れ
る
文
献
（
学
習
記
録
）
を
対
象
に
し
て
、
江
戸
時
代
の
人
々
（
地
方
寺
院
で
活
動
し
た
僧
侶
た
ち
）
が
生
み
出
し
た
学
習
記
録
を
地
方
語
史
研
究
資
料
と
し
て
取
り
扱
う
際
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
る
。
次
に
、
具
体
的
な
学
習
記
録
と
し
て
臨
江
山
地
蔵
寺
蔵
『
孟
子
聞
録
』
を
取
り
上
げ
、
江
戸
時
代
後
期
の
徳
島
言
葉
を
考
察
す
る
上
で
本
学
習
記
録
が
有
益
な
資
料
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
地
方
語
史
研
究
資
料
と
な
り
得
る
学
習
記
録
資
料
群
の
開
発
と
発
掘
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
述
べ
る
。
一
新
た
な
地
方
語
史
研
究
資
料
と
し
て
の
学
習
記
録
江
戸
時
代
に
お
け
る
漢
籍
・
仏
書
の
学
習
に
は
、
入
門
期
の
学
習
課
程
か
ら
、
専
門
的
な
学
習
課
程
に
進
む
に
つ
れ
て
、
様
々
な
学
習
方
法
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
僧
侶
の
学
習
も
、
武
士
や
町
人
の
学
習
と
同
じ
よ
う
に
入
門
期
に
は
素
読
が
中
心
で
あ
っ
た
。
真
言
宗
で
は
入
寺
す
る
と
、
日
常
読
誦
経
典
で
あ
る
『
般
若
心
経
』『
般
若
理
趣
経
』『
観
音
経
』『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
』『
宝
篋
印
陀
羅
尼
』『
阿
弥
陀
如
来
根
本
陀
羅
尼
』
な
ど
の
読
誦
を
習
い
、
声
明
・
梵
字
悉
曇
、
お
よ
び
真
言
宗
の
基
本
的
な
教
義
（
教
相
）
の
学
習
と
、
外
典
（
四
書
五
経
な
ど
の
漢
籍
）
の
学
習
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
基
礎
的
な
学
習
は
、
い
ず
れ
も
素
読
と
い
う
学
習
方
法
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
専
門
的
な
学
習
段
階
に
進
む
と
、
高
野
山
に
遊
鳴門教育大学研究紀要
第２６巻 ２０１１
地
方
語
史
研
究
資
料
と
し
て
見
た
学
習
記
録
―
―
臨
江
山
地
蔵
寺
蔵
『
孟
子
聞
録
』
を
例
と
し
て
―
―
原
卓
志
（
キ
ー
ワ
ー
ド‥
地
方
語
史
研
究
資
料
、
学
習
記
録
、
孟
子
聞
録
、
徳
島
言
葉
）
―２２１―
学
し
た
り
、
地
方
の
各
所
で
開
催
さ
れ
る
講
演
を
聴
講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
識
・
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
１
。
こ
れ
ら
の
学
習
方
法
の
中
で
、
地
方
語
史
研
究
の
立
場
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
漢
文
の
訓
読
や
語
句
の
解
釈
な
ど
、
師
匠
に
よ
る
音
声
言
語
を
そ
の
ま
ま
に
文
字
と
し
て
写
し
取
る
よ
う
な
学
習
方
法
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
学
習
方
法
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
る
学
習
記
録
に
は
、話
し
言
葉
・
俗
語
的
な
言
語
事
象
が
反
映
さ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
地
方
寺
院
の
僧
侶
た
ち
の
学
習
課
程
で
、
師
匠
の
音
声
言
語
を
そ
の
ま
ま
文
字
と
し
て
写
し
取
る
よ
う
な
学
習
方
法
が
と
ら
れ
る
の
は
、
素
読
を
中
心
と
す
る
入
門
期
の
学
習
課
程
と
、
講
演
・
講
義
の
聴
講
を
中
心
と
す
る
専
門
的
な
学
習
課
程
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
学
習
課
程
で
産
出
さ
れ
る
学
習
記
録
は
、
用
い
ら
れ
る
筆
記
具
、
書
き
入
れ
ら
れ
る
対
象
や
内
容
も
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
学
習
記
録
を
学
習
課
程
、
筆
記
具
、
内
容
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
【
話
し
言
葉
・
俗
語
的
な
言
語
事
象
が
反
映
さ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
学
習
記
録
】
第
一
種
…
入
門
期
の
素
読
学
習
段
階
で
産
出
さ
れ
る
学
習
記
録
角
筆
を
使
用
し
た
漢
字
の
読
み
方
に
関
す
る
書
き
入
れ
〔
テ
キ
ス
ト
（
板
本
）
へ
の
書
き
入
れ
〕
第
二
種
…
専
門
的
学
習
で
あ
る
講
演
・
講
義
の
聴
講
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
る
学
習
記
録
Ａ
類
…
角
筆
を
使
用
し
た
注
釈
な
ど
の
書
き
入
れ
〔
テ
キ
ス
ト
（
板
本
）
へ
の
書
き
入
れ
〕
Ｂ
類
…
毛
筆
を
使
用
し
た
注
釈
な
ど
の
書
き
入
れ
〔
ノ
ー
ト
・
帳
面
（
写
本
）
へ
の
書
き
入
れ
・
聞
書
〕
《
第
一
種
》
は
、
素
読
段
階
で
産
出
さ
れ
る
学
習
記
録
で
あ
る
。
主
と
し
て
角
筆
が
用
い
ら
れ
、
漢
籍
や
仏
書
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
（
多
く
は
板
本
）
に
、
文
字
（
片
仮
名
や
平
仮
名
が
中
心
）
が
書
き
入
れ
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
漢
字
や
語
句
の
読
み
方
が
中
心
で
あ
る
。《
第
二
種
Ａ
類
》
は
、
講
演
・
講
義
を
聴
講
す
る
段
階
で
作
ら
れ
る
学
習
記
録
で
、
角
筆
が
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
漢
字
の
読
み
の
他
に
、
語
句
の
意
味
や
文
脈
の
解
釈
な
ど
の
注
釈
が
テ
キ
ス
ト（
板
本
）
に
直
接
書
き
入
れ
ら
れ
る
２
。《
第
二
種
Ｂ
類
》
は
、
講
演
・
講
義
を
聴
講
す
る
段
階
で
作
ら
れ
る
学
習
記
録
で
、
毛
筆
が
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
テ
キ
ス
ト
と
は
別
の
帳
面
（
現
代
の
ノ
ー
ト
に
当
た
る
）
が
準
備
さ
れ
、
そ
の
帳
面
に
読
み
方
や
注
釈
が
書
き
取
ら
れ
て
い
く
。
作
成
さ
れ
た
帳
面
は
「
…
聞
書
」「
…
聞
記
」
な
ど
の
名
が
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
学
習
記
録
を
地
方
語
史
研
究
の
資
料
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
際
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
文
字
と
し
て
学
習
記
録
に
写
し
取
ら
れ
た
言
葉
は
、
学
習
者
の
言
葉
で
は
な
く
、
師
匠
の
音
声
言
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
３
。
そ
れ
ゆ
え
に
、《
第
一
種
》
の
素
読
段
階
に
産
出
さ
れ
た
学
習
記
録
で
も
、《
第
二
種
》
の
学
習
記
録
で
も
、
そ
こ
に
現
れ
た
話
し
言
葉
・
俗
語
的
な
言
語
事
象
が
、
ど
の
地
方
の
言
葉
を
反
映
し
た
言
語
事
象
で
あ
る
の
か
を
慎
重
に
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
入
門
期
の
学
習
課
程
で
あ
る
素
読
学
習
で
は
、
学
習
者
は
ま
だ
初
心
者
で
あ
る
だ
け
に
、
漢
文
の
読
み
方
に
つ
い
て
の
師
匠
の
教
え
を
無
批
判
に
取
り
入
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
師
匠
の
音
声
言
語
を
そ
の
ま
ま
文
字
に
写
し
取
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
素
読
の
師
匠
は
、
学
習
者
の
止
住
す
る
寺
院
の
住
職
や
、
兄
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
の
地
方
の
言
葉
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
特
性
か
ら
、
素
読
学
習
段
階
に
お
い
て
角
筆
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
ら
れ
た
《
第
一
種
》
の
学
習
記
録
は
、
地
方
語
史
研
究
資
料
と
し
て
の
有
力
な
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
近
年
、《
第
一
種
》
の
学
習
記
録
は
、
角
筆
文
献
研
究
の
中
で
、
地
方
語
に
お
け
る
音
声
・
音
韻
面
の
研
究
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
林
芳
規
氏
に
よ
っ
て
精
力
的
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
４
。
こ
の
よ
う
に
、《
第
一
種
》
の
学
習
記
録
は
、
地
方
語
史
研
究
の
た
め
の
有
力
な
資
料
群
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
音
韻
・
音
声
に
関
す
る
言
語
事
象
に
つ
い
て
は
豊
富
な
用
例
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
文
法
や
語
彙
に
関
す
る
情
報
が
貧
困
で
あ
る
と
い
う
弱
点
を
持
つ
。
こ
れ
は
、
素
読
と
い
う
学
習
方
法
が
、
漢
文
の
訓
読
の
仕
方
を
覚
え
る
と
い
う
目
的
の
下
で
行
わ
れ
る
た
め
に
、
漢
文
本
文
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
訓
読
そ
の
も
の
に
集
中
し
、
語
句
の
意
味
や
文
脈
の
解
釈
を
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
る
。こ
れ
に
対
し
て
、《
第
二
種
》
の
学
習
記
録
は
、
漢
文
の
語
句
の
意
味
や
、
文
脈
・
背
景
を
か
み
砕
い
て
説
明
し
た
り
、
様
々
な
解
釈
を
紹
介
す
る
師
匠
の
講
演
を
文
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
文
法
・
語
彙
に
関
わ
る
話
し
言
葉
・
俗
語
的
な
言
語
事
象
が
現
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
は
《
第
一
種
》
の
学
習
記
録
の
弱
点
を
補
う
資
料
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、《
第
二
種
》
の
学
習
記
録
に
は
、
地
方
語
史
の
研
究
資
料
と
し
て
扱
う
に
は
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
臨
江
山
地
蔵
寺
（
徳
島
県
阿
南
市
津
乃
峰
町
西
分
）
に
は
、
当
時
の
僧
侶
が
、
様
々
な
場
所
で
開
講
さ
れ
る
講
演
を
聴
講
し
、
教
相
面
の
学
習
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
、
江
戸
時
代
の
十
八
世
紀
前
半
に
活
動
し
て
原 卓 志
―２２２―
い
た
實
道
と
い
う
僧
侶
が
書
き
記
し
た
資
料
か
ら
は
、
實
道
の
講
演
聴
講
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
○
『
秘
藏
寶
鑰
譚
塵
』
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
書
写
（
２９
棚
６
）
＊
「
譚
塵
」
は
「
談
塵
」
の
誤
か
。
【
墨
書
奥
書
】
元
文
三
戊
午
年
三
月
中
旬
於
津
國
伊
丹
金
／
剛
寺
妙
瑞
和
尚
宝
鑰
講
演
之
砌
以
安
藝
之
僧
御
／
本
卒
爾
書
写
之
了
阿
州
答
嶋
地
蔵
寺
會
下
／
密
門
乞
士
實
道
【
前
遊
紙
墨
書
】
阿
國
／
實
道
／
書
之
○
『
華
嚴
經
問
答
下
巻
』
元
禄
十
四
（
一
七
〇
一
）
年
板
本
（
１４
棚
１２
）
【
最
終
丁
朱
筆
】
此
二
巻
延
享
二
年
二
月
中
旬
於
京
都
捜
玄
記
聴
聞
之
節
求
之
／
阿
陽
神
通
乗
蒭
實
道
＊
本
文
に
朱
引
あ
り
。
○
『
般
若
寺
大
日
經
疏
上
下
』
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
板
本
（
１２
棚
８
、
１６
棚
１６
）
【
上
巻
末
朱
筆
】
延
享
二
乙
丑
阿
州
小
松
嶋
瑞
和
尚
講
疏
砌
對
古
本
實
道
／
五
月
廿
日
【
下
巻
末
朱
筆
】
延
享
二
乙
丑
年
五
月
廿
日
於
阿
州
小
松
島
妙
瑞
和
尚
講
疏
砌
／
對
古
本
點
同
異
讀
者
自
知
是
非
矣
沙
門
實
道
＊
朱
注
釈
書
入
、
朱
仮
名
、
朱
引
、
朱
句
切
点
、
朱
合
点
、
朱
校
合
書
入
あ
り
。
○
『
倶
舎
指
要
鈔
』
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
書
写
（
２
棚
８
―
１
〜
４
）
（
蛸
）
【
自
第
二
十
四
至
第
三
十
・
墨
書
奥
書
】
延
享
第
三
丙
寅
五
月
於
京
都
寺
町
□
藥
師
圓
福
寺
湛
慧
老
／
律
師
倶
舎
本
論
講
演
之
砌
以
直
本
書
写
焉
畢
／
阿
陽
城
南
臨
江
山
密
子
／
實
道
○
『
秘
藏
寶
鑰
纂
解
』
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
板
本
（
３２
棚
３
―
１
〜
４
）
【
巻
第
六
尾
題
傍
朱
筆
】
延
享
第
四
丁
卯
夏
六
月
於
讃
州
多
度
津
摩
尼
院
高
野
山
円
通
寺
瑞
和
上
／
此
書
講
述
之
節
一
畢
阿
國
城
南
臨
江
山
密
門
／
實
道
＊
朱
・
墨
注
釈
書
入
、
朱
・
墨
仮
名
、
朱
引
、
朱
句
切
点
、
朱
注
示
符
あ
り
。
右
か
ら
は
、
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
か
ら
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
に
か
け
て
、
實
道
が
徳
島
藩
内
の
小
松
島
を
は
じ
め
、
摂
津
国
伊
丹
の
金
剛
寺
、
京
都
寺
町
の
圓
福
寺
、
讃
岐
国
多
度
津
の
摩
尼
院
ま
で
出
か
け
て
、
妙
瑞
和
尚
や
湛
慧
律
師
に
よ
る
『
秘
藏
寶
鑰
』『
捜
玄
記
』『
倶
舎
論
』
な
ど
に
関
す
る
講
演
を
聴
講
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
地
蔵
寺
に
は
、
實
道
が
講
演
を
聴
講
し
た
際
に
作
っ
た
《
第
二
種
Ｂ
類
》
の
学
習
記
録
で
あ
る
「
聞
書
」
類
そ
の
も
の
も
残
さ
れ
て
い
る
。
○
『
天
台
圓
宗
四
教
五
時
西
谷
名
目
口筆
』
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
書
写
（
４
箱
２５
）
【
冒
頭
部
墨
書
】
寛
保
元
年
十
月
三
日
於
讃
府
慧
光
寺
慧
輪
比
丘
在
于
／
講
述
於
焉
末
席
筆
録
焉
矣
【
上
欄
墨
書
】
元
文
四
乙
未
／
十
一
月
聞
記
譲
レ
他
【
末
尾
墨
書
】
都
合
廿
九
席
而
了
【
表
紙
墨
書
】
實
道
○
『
表
無
表
色
章
隨
聞
記
全
』
延
享
元
（
一
七
四
四
）
年
書
写
（
４
箱
３０
）
【
墨
書
奥
書
】
延
享
元
甲
子
七
月
廿
一
日
ヨ
リ
至
八
月
十
八
日
於
京
五
条
寺
町
太
子
堂
而
／
湛
慧
比
丘
講
演
焉
了
其
砌
在
于
末
坐
而
聞
記
之
／
密
乗
沙
門
實
道
焉
【
３９
丁
オ
墨
書
】
已
上
全
三
十
九
葉
者
表
無
表
章
二
十
三
席
而
講
畢
【
表
紙
墨
書
】
沙
門
實
道
○
『
倶
舎
論
聞
記
全
』
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
書
写
（
８
棚
１４
）
【
墨
書
奥
書
】
都
合
六
十
九
葉
坐
數
九
十
一
席
（
朱
筆
）
「
従
五
月
十
六
日
至
于
九
月
廿
三
日
講
了
」
延
享
第
三
丙
寅
五
月
十
六
日
於
京
都
寺
町
蛸
藥
師
円
福
寺
倶
舎
本
論
根
品
終
／
中
間
越
隔
而
従
隨
眠
品
至
于
賢
聖
品
終
講
畢
講
師
湛
慧
律
師
貧
道
有
會
聴
／
記
焉
＊
先
掲
『
倶
舎
指
要
鈔
』
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
書
写
（
２
棚
８
―
１
〜
４
）
の
記
載
か
ら
、
實
道
の
聞
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
《
第
二
種
Ｂ
類
》
の
学
習
記
録
で
あ
る
「
聞
書
」
類
を
精
査
す
れ
ば
、
多
く
の
話
し
言
葉
・
俗
語
的
な
言
語
事
象
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
聞
書
」
類
は
、
講
演
を
行
っ
た
師
匠
、
す
な
わ
ち
慧
輪
比
丘
、
湛
慧
比
丘
、
妙
瑞
和
尚
の
言
葉
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
實
道
が
、
徳
島
生
ま
れ
の
徳
島
育
地方語史研究資料として見た学習記録 ――臨江山地蔵寺蔵『孟子聞録』を例として――
―２２３―
ち
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
師
匠
が
他
国
の
生
ま
れ
、
育
ち
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
實
道
に
よ
っ
て
写
し
取
ら
れ
た
言
葉
は
、
徳
島
の
言
葉
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
講
演
が
開
か
れ
た
土
地
の
言
葉
で
も
な
い
。
そ
れ
で
は
、
師
匠
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
方
の
言
葉
が
そ
の
ま
ま
写
し
取
ら
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
は
言
い
切
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
右
に
見
る
よ
う
に
、
妙
瑞
和
尚
は
、
真
言
宗
の
能
化
と
し
て
、
摂
津
や
徳
島
藩
の
小
松
島
、
ま
た
讃
岐
の
多
度
津
な
ど
、
各
地
で
講
演
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
師
匠
は
、
各
地
か
ら
聴
講
の
た
め
に
集
ま
っ
た
多
く
の
僧
侶
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
な
言
葉
（
当
時
の
共
通
語
的
な
色
彩
を
帯
び
た
教
育
話
法
的
な
言
葉
）
を
使
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
實
道
の
よ
う
に
各
地
に
聴
講
に
出
か
け
る
く
ら
い
に
専
門
的
な
学
習
が
進
ん
だ
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
師
匠
の
言
葉
を
学
習
者
自
身
で
咀
嚼
し
、
自
分
な
り
に
整
理
し
、
言
い
換
え
て
記
録
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
専
門
的
な
学
習
課
程
で
産
出
さ
れ
る《
第
二
種
》の
学
習
記
録
は
、
話
し
言
葉
・
俗
語
的
な
言
語
事
象
が
反
映
さ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
地
方
語
史
研
究
資
料
と
し
て
は
不
向
き
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
地
方
語
史
研
究
を
進
め
る
た
め
に
は
、《
第
二
種
》
の
学
習
記
録
の
持
つ
問
題
点
を
克
服
し
つ
つ
、《
第
一
種
》
の
学
習
記
録
の
弱
点
を
補
え
る
よ
う
な
、
新
た
な
学
習
記
録
（
こ
れ
を
仮
に
《
第
三
種
》
の
学
習
記
録
と
呼
ぶ
）
の
発
見
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
節
を
あ
ら
た
め
、
具
体
的
な
学
習
記
録
と
し
て
、
臨
江
山
地
蔵
寺
に
伝
存
す
る
『
孟
子
聞
録
』
を
取
り
上
げ
、
本
資
料
が
《
第
三
種
》
の
学
習
記
録
と
し
て
地
方
語
史
研
究
の
有
益
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
二
臨
江
山
地
蔵
寺
藏
『
孟
子
聞
録
』
の
概
要
―
成
立
時
期
の
検
討
―
臨
江
山
地
蔵
寺
（
徳
島
県
阿
南
市
津
乃
峰
町
西
分
）
は
、
延
命
地
蔵
菩
薩
を
本
尊
と
す
る
真
言
宗
大
覚
寺
派
の
寺
院
で
あ
る
。
も
と
は
高
野
山
真
言
宗
の
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
七
年
に
大
覚
寺
派
に
転
派
し
た
５
。『
阿
波
志
』
に
よ
れ
ば
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）
に
長
福
寺
を
廃
し
て
こ
の
寺
が
置
か
れ
た
と
さ
れ
る
。
万
治
年
間
（
一
六
五
八
〜
一
六
六
一
）
の
権
大
僧
都
法
印
宥
壽
は
地
蔵
寺
の
開
基
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
６
。
地
蔵
寺
本
堂
裏
の
倉
庫
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
板
本
約
九
〇
〇
点
（
一
八
四
〇
冊
）、
写
本
約
五
二
〇
点
（
五
九
〇
冊
）
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
地
蔵
寺
に
止
住
し
た
僧
侶
た
ち
の
学
習
記
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
写
本
『
孟
子
聞
録
』
は
、
地
蔵
寺
伝
存
文
献
の
悉
皆
調
査
を
行
う
中
で
偶
然
に
発
見
し
た
一
冊
で
あ
る
。
外
題
に
「
聞
録
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
師
匠
に
よ
る
『
孟
子
』（
朱
熹
集
註
）
の
講
義
を
文
字
と
し
て
写
し
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
産
出
さ
れ
た
学
習
記
録
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、『
孟
子
』（
朱
熹
集
註
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
、「
序
説
」
か
ら
「
滕
文
公
章
句
下
」
ま
で
の
、『
孟
子
』
全
十
四
篇
の
う
ち
、
前
六
篇
の
本
文
・
朱
熹
註
文
の
分
か
り
に
く
い
漢
字
・
語
句
の
読
み
方
や
意
味
、
ま
た
、
難
解
な
文
脈
の
解
釈
な
ど
を
漢
字
ま
じ
り
の
片
仮
名
文
で
書
き
記
し
て
い
る
７
。
な
お
、『
孟
子
聞
録
』
の
他
に
、
地
蔵
寺
に
は
『
孟
子
』
が
五
点
（
い
ず
れ
も
朱
熹
集
註
）
蔵
さ
れ
て
い
る
。『
孟
子
聞
録
』
の
書
誌
と
あ
わ
せ
て
、
五
点
の
『
孟
子
』
に
つ
い
て
掲
げ
る
。
○
『
孟
子
聞
録
』
の
書
誌
縦
二
四
・
八
糎
横
一
七
・
三
糎
仮
綴
装
写
本
一
冊
《
全
１８
丁
そ
の
う
ち
１７
丁
ウ
か
ら
白
紙
》（
第
７
箱
１４
）
【
外
題
】
孟
子
聞
録
全
（
書
題
箋
）
【
内
題
】
孟
子
巻
之
一
聞
録
【
尾
題
】（
ナ
シ
）
【
裏
表
紙
墨
書
】
猶
縁
木
求
魚
／
唐
之
太
宗
公
帝
／
□
命
《
絵
あ
り
》
○
地
蔵
寺
蔵
『
孟
子
』
一
覧
１
新
刻
改
正
孟
子
再
刻
後
藤
點
二
冊
（
１０
棚
１１
）
＊
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
板
（
朱
熹
集
註
）
朱
印
「
慶
尊
」
＊
角
筆
（
仮
名
）、
朱
筆
（
注
釈
、
仮
名
）、
墨
筆
（
注
釈
、
仮
名
）、
白
筆
（
注
釈
、
仮
名
）
２
文
久
新
刻
孟
子
校
點
一
・
二
・
三
・
四
四
冊
（
１０
棚
８
）（
４１
棚
１３
）
＊
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
板
（
朱
熹
集
註
）
＊
（
書
き
入
れ
）
ナ
シ
３
孟
子
後
藤
點
一
・
二
・
三
・
四
四
冊
（
１０
棚
６
）（
２９
棚
３４
）
＊
明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
板
（
朱
熹
集
註
）
表
紙
見
返
墨
書
「
天
野
」
＊
墨
筆
（
仮
名
）、
鉛
筆
（
仮
名
）
４
四
書
註
入
全
一
冊
（
７
箱
５７
）
＊
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
板
（
朱
熹
集
註
）
原 卓 志
―２２４―
＊
墨
筆
（
注
釈
、
仮
名
）、
鉛
筆
（
仮
名
）
５
孟
子
集
註
鈔
説
一
四
冊
（
１０
棚
１９
）
＊
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
跋
文
（
朱
熹
集
註
）
＊
（
書
き
入
れ
）
ナ
シ
残
念
な
が
ら
、『
孟
子
聞
録
』
に
は
、
書
写
し
た
人
物
（
本
学
習
記
録
を
作
成
し
た
人
物
）
や
書
写
年
代
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
よ
う
な
奥
書
や
印
記
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、『
孟
子
聞
録
』
を
作
成
し
た
人
物
が
、
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
テ
キ
ス
ト
（
講
義
聴
講
時
に
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
）
も
特
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
記
述
内
容
か
ら
、
本
書
が
江
戸
時
代
の
僧
侶
教
育
の
場
で
行
わ
れ
た
『
孟
子
』
の
講
義
を
聴
講
し
て
作
成
さ
れ
た
学
習
記
録
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
以
下
、
必
要
に
応
じ
て
、『
孟
子
』
本
文
と
朱
熹
註
を
掲
げ
た
。
そ
の
際
に
は
、
嘉
永
六
年
板
『
新
版
改
正
孟
子
後
藤
點
』
の
本
文
と
註
文
を
用
い
た
が
、
附
刻
の
訓
点
は
一
切
省
略
し
、
返
点
と
句
読
点
を
私
に
施
し
た
。
ま
た
、
括
弧
内
の
ペ
ー
ジ
数
は
、
新
釈
漢
文
大
系
『
孟
子
』（
明
治
書
院
）
に
お
け
る
当
該
箇
所
の
頁
で
あ
る
。
ワ
サ

業
ハ
人
々
日
用
ニ
イ
タ
ス
僧
ハ
經
ヲ
讀
カ
業
也
（
６
オ
１０
）
【
孟
子
本
文
】無
二
恒
産
一
而
有
二
恒
心
一
者
、
惟
士
爲
レ
能
。（
梁
恵
王
章
句
上
・
七
章
・
四
〇
頁
）
【
朱
熹
註
】
恒
常
也
。
産
生
業
也
。
恒
産
可
二
常
生
一
之
業
也
。
フ
ン
タ
ド
リ
フ
ヨ

附
庸
ハ
（
８
オ
８
）
阿
波
ア
ワ
シ
ノ
ヨ
オ
ナ
國
□
ン
タ
ド
リ
ト
云
【
孟
子
本
文
】
方
レ
命
虐
レ
民
、
飮
食
若
レ
流
、
流
連
荒
亡
、
爲
二
諸
侯
憂
一
。（
梁
恵
王
章
句
下
・
四
章
・
五
六
頁
）
【
朱
熹
註
】
諸
侯
、
謂
二
附
庸
之
國
、
縣
邑
之
長
一
。

の
例
は
、『
孟
子
』
本
文
で
、
齊
の
宣
王
に
向
か
っ
て
説
い
た
孟
子
の
言
葉
に
あ
る
「
恒
産
」
に
対
す
る
朱
熹
註
「
恒
産
可
二
常
生
一
之
業
也
」
に
用
い
ら
れ
た
「
業
」
を
取
り
上
げ
て
注
釈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
人
が
生
き
て
い
く
た
め
に
な
す
生
業
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。『
孟
子
聞
録
』
で
、
僧
侶
に
と
っ
て
の
「
業
」
は
経
を
読
む
こ
と
で
あ
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
述
べ
て
い
る
の
は
、
僧
侶
教
育
の
場
に
お
け
る
講
義
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
学
習
者
は
僧
侶
と
し
て
の
教
養
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
『
孟
子
』
を
学
習
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

の
例
は
、『
孟
子
』
本
文
で
、
齊
の
宣
王
に
向
か
っ
て
説
い
た
孟
子
が
引
用
し
た
晏
子
の
言
葉
に
使
用
さ
れ
る
「
諸
侯
」
に
対
す
る
朱
熹
註
「
諸
侯
、
謂
二
附
庸
之
國
、
縣
邑
之
長
一
」
に
用
い
ら
れ
た
「
附
庸
」
と
い
う
言
葉
を
取
り
出
し
て
注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。「
附
庸
（
国
）」
と
は
、
他
国
に
従
属
し
て
、
そ
の
保
護
・
支
配
を
受
け
て
い
る
国
の
こ
と
を
い
う
。
注
釈
の「
阿
波
ア
ワ
シ
ノ
ヨ
オ
ナ
國
」
と
は
、
大
阪
夏
の
陣
の
後
の
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
に
、
戦
功
の
あ
っ
た
蜂
須
賀
至
鎮
が
淡
路
国
を
加
封
さ
れ
て
以
来
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
の
庚
午
事
変
（
稲
田
騒
動
）
に
よ
っ
て
淡
路
が
徳
島
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
ま
で
、
阿
波
徳
島
藩
が
淡
路
を
支
配
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
実
際
に
徳
島
藩
が
淡
路
を
支
配
し
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
学
習
者
に
と
っ
て
「
附
庸
」
と
い
う
こ
と
ば
を
理
解
す
る
た
め
に
は
適
切
で
分
か
り
や
す
い
例
示
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
注
釈
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
蜂
須
賀
家
が
淡
路
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
身
近
に
知
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
師
匠
・
学
習
者
と
も
に
阿
波
徳
島
の
人
物
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
次
に
、
本
書
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、
対
称
詞
の
「
オ
マ
エ
／
オ
マ
イ
」「
キ
サ
マ
」
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。
本
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
対
称
詞
「
オ
マ
エ
／
オ
マ
イ
」「
キ
サ
マ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
丑
）

不
聖
ト
ハ
孟
子
ニ
云
コ
ト
公
孫
仲
孟
子
ニ
問
ヲ
マ
イ
サ
マ
ハ
ヨ
ク
行
カ
ヨ
ク
ヲ
デ
キ
（
マ
マ
）
ナ
サ
ガ
聖
人
テ




ゴ
サ
リ
マ
ス
カ
ト
問
（
１１
ウ
９
）
＊
「
ナ
サ
ガ
」
は
、「
ナ
サ
ル
ガ
」
の
「
ル
」
を
脱
落
し
て
発
音
し
た
こ
と
を
反
映
し
た
か
、
あ
る
い
は
単
な
る
誤
脱
か
。
【
孟
子
本
文
】
然
則
夫
子
既
聖
矣
乎
。（
公
孫
丑
章
句
上
・
二
章
・
九
九
頁
）
【
朱
熹
註
】
然
則
豈
不
二
既
聖
一
矣
乎
。

子
カ
ト
ハ
ヲ
マ
ヱ
カ
ト
云
コ
ト
（
１３
オ
３
）
【
孟
子
本
文
】
子
之
持
戟
之
士
、
一
日
而
三
失
レ
伍
、
則
去
レ
之
否
乎
。（
公
孫
丑
章
句
下
・
四
章
・
一
三
二
頁
）

子
ハ
ヲ
マ
ヱ
□
□
□
（
１４
オ
３
）
【
孟
子
本
文
】
昔
者
孟
子
嘗
與
レ
我
言
二
於
宋
一
。
於
レ
心
終
不
レ
忘
。
今
也
不
孝
至
二
地方語史研究資料として見た学習記録 ――臨江山地蔵寺蔵『孟子聞録』を例として――
―２２５―
於
大
故
一
。
吾
欲
下
使
三
子
問
二
於
孟
子
一
、
然
後
行
上
レ
事
。（
滕
文
公
章
句
上
・
二
章
・
一
六
〇
頁
）

爾
ト
ハ
キ
サ
マ
ト
云
コ
ト
（
１０
オ
４
）
【
孟
子
本
文
】
曾
西
然
不
レ
悦
曰
、
爾
何
曾
比
二
予
於
管
仲
一
。（
公
孫
丑
章
句
上
・
一
章
・
八
四
頁
）
例

は
、『
孟
子
』
本
文
で
、
弟
子
で
あ
る
公
孫
丑
が
、
師
匠
の
孟
子
に
向
か
っ
て
言
っ
た
「
然
則
夫
子
既
聖
矣
乎
」
に
付
さ
れ
た
朱
熹
註
「
然
則
豈
不
二
既
聖
一
矣
乎
」
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。
弟
子
の
公
孫
丑
が
、
師
匠
の
孟
子
に
向
か
っ
て
呼
び
か
け
た
「
夫
子
」（
太
子
・
先
生
・
年
長
者
を
呼
ぶ
尊
称
）
に
対
応
さ
せ
て
「
オ
マ
イ
サ
マ
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
ゴ
ザ
リ
マ
ス
カ
」
と
い
う
丁
寧
語
も
あ
わ
せ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例

は
、『
孟
子
』
本
文
「
子
之
持
戟
之
士
、
一
日
而
三
失
レ
伍
、
則
去
レ
之
否
乎
」
と
あ
る
中
の
対
称
詞
「
子
」（
成
人
男
子
に
対
す
る
敬
称
）
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。
孟
子
が
、
斉
の
地
で
あ
る
平
陸
の
村
長
に
向
か
っ
て
「
子
」
と
呼
び
か
け
た
の
に
対
応
さ
せ
て
「
オ
マ
エ
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例

は
、『
孟
子
』
本
文
「
昔
者
孟
子
嘗
與
レ
我
言
二
於
宋
一
。
於
レ
心
終
不
レ
忘
。
今
也
不
孝
至
二
於
大
故
一
。
吾
欲
下
使
三
子
問
二
於
孟
子
一
、
然
後
行
上
レ
事
」
と
あ
る
中
の
対
称
詞
「
子
」
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
滕
の
世
子
（
後
の
文
公
）
が
守
役
の
然
友
に
向
か
っ
て
「
子
」
と
呼
び
か
け
た
の
に
対
応
さ
せ
て
「
オ
マ
エ
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
例

は
『
孟
子
』
本
文
「
曾
西
然
不
レ
悦
曰
、
爾
何
曾
比
二
予
於
管
仲
一
」
の
「
爾
」
に
対
応
し
て
「
キ
サ
マ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
公
孫
丑
の
問
い
に
対
し
て
答
え
る
孟
子
が
曾
西
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
言
葉
で
あ
る
。
曾
西
の
知
り
合
い
が
「
君
は
、
管
仲
と
比
べ
る
と
、
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
い
る
か
」
と
問
い
か
け
た
の
に
対
し
て
、
曾
西
が
、
相
手
に
対
し
て
「
爾
」（
近
く
に
い
る
相
手
に
対
す
る
対
称
詞
）
と
呼
び
か
け
る
の
で
あ
る
。
山
崎
久
之
氏
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
〜
一
七
六
三
）
以
降
の
後
期
上
方
語
に
お
い
て
、「
オ
マ
エ
サ
マ
」
は
、
前
期
の
「
オ
マ
エ
」
に
か
わ
っ
て
最
高
の
敬
意
を
表
す
第
一
段
階
の
対
称
詞
（
叙
述
部
の
基
本
が
「
敬
語
動
詞
―
ま
す
」「
謙
譲
動
詞
―
ま
す
」
の
形
式
）
に
な
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、「
オ
マ
エ
」
は
第
二
段
階
の
対
称
詞
（
叙
述
部
の
基
本
が
「
ま
す
」
の
付
か
な
い
「
敬
語
動
詞
」「
敬
語
助
動
詞
」
だ
け
に
よ
る
形
式
）
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
文
化
・
文
政
期
（
一
八
〇
四
〜
一
八
三
〇
）
以
降
に
な
る
と
第
三
段
階
（
叙
述
部
に
平
常
動
詞
が
用
い
ら
れ
る
）
の
例
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
る
。「
キ
サ
マ
」
は
、
明
和
・
安
永
期
（
一
七
六
四
〜
一
七
八
〇
）
に
は
第
二
段
階
の
対
称
詞
で
あ
っ
た
が
、
文
化
・
文
政
期
に
は
第
三
段
階
に
な
り
、
更
に
天
保
期
（
一
八
三
〇
〜
一
八
四
四
）
に
は
、
目
下
の
者
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
第
四
段
階
（
対
称
の
動
詞
に
使
用
す
る
活
用
語
は
平
常
語
で
あ
り
、
命
令
法
も
平
常
動
詞
の
命
令
形
を
使
用
す
る
）
に
下
落
す
る
と
さ
れ
る
８
。
例

の
「
オ
マ
イ
サ
マ
」
は
「
ゴ
ザ
リ
マ
ス
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
一
段
階
の
対
称
詞
と
し
て
高
い
敬
意
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例

の
「
オ
マ
エ
」
に
つ
い
て
は
、
孟
子
の
村
長
に
対
す
る
問
い
の
内
容
を
「
戟
ヲ
モ
ツ
家
來
二
三
反
行
列
ニ
ハ
ツ
レ
タ
ラ
ト
ヲ
ス
ル
」（
１３
オ
３
）
と
注
釈
し
て
い
る
よ
う
に
、『
孟
子
聞
録
』
で
は
敬
語
動
詞
・
敬
語
助
動
詞
が
用
い
ら
れ
な
い
。
例

に
つ
い
て
は
、
叙
述
部
を
知
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
な
い
が
、
守
役
の
然
友
に
向
か
っ
て
呼
び
か
け
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
第
三
段
階
の
親
し
み
を
込
め
た
対
称
詞
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
例

は
、
曾
西
の
こ
と
を
相
手
が
「
吾
子
」（
親
し
み
を
込
め
て
呼
ぶ
対
称
詞
）
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
に
、
二
人
は
対
等
の
関
係
に
あ
る
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
た
「
キ
サ
マ
」
は
、
ま
だ
第
四
段
階
ま
で
下
落
し
て
い
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
上
方
語
の
変
化
を
参
考
に
し
て
、
本
書
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
な
ら
ば
、
江
戸
時
代
後
期
、
文
化
・
文
政
年
間
の
頃
か
、
そ
れ
以
降
で
あ
っ
て
も
間
も
な
い
頃
の
成
立
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
三
『
孟
子
聞
録
』
に
見
ら
れ
る
話
し
言
葉
・
俗
語
的
な
言
語
事
象
本
節
で
は
、『
孟
子
聞
録
』
に
見
ら
れ
る
話
し
言
葉
・
俗
語
な
ど
注
目
さ
れ
る
言
語
事
象
を
取
り
上
げ
、
現
代
の
徳
島
言
葉
と
比
較
す
る
。
こ
れ
を
と
お
し
て
『
孟
子
聞
録
』
に
見
ら
れ
る
話
し
言
葉
・
俗
語
的
な
言
語
事
象
が
、
江
戸
時
代
の
徳
島
言
葉
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
る
。
な
お
、
現
代
の
徳
島
言
葉
の
参
考
文
献
と
し
て
、
次
の
諸
文
献
を
用
い
た
。
『
阿
波
希
ん
奴
』
…
…
…
…
…
仙
波
光
明
「
資
料
紹
介
『
阿
波
希
ん
奴
』」
徳
島
大
学
国
語
国
文
学
第
八
号
、
一
九
九
五
年
。
上
野
和
昭
（
一
九
九
七
）
…
…
『
徳
島
県
の
こ
と
ば
』
編
集
代
表
平
山
輝
男
、
徳
島
県
編
者
上
野
和
昭
、
明
治
書
院
。
上
野
智
子
（
一
九
八
四
）
…
…
「
阿
波
方
言
「
ウ
チ
ヤ
ミ
ニ
ヤ
イ
タ
コ
ト
ナ
イ
」
の
「
ヤ
」
に
つ
い
て
」『
方
言
研
究
年
報
』
二
十
七
号
。
金
沢
治
（
一
九
六
一
）
…
…
『
阿
波
言
葉
の
語
法
』
徳
島
中
央
公
民
館
付
属
図
書
館
。
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
…
…
『
改
訂
阿
波
言
葉
の
辞
典
』
小
山
助
学
館
。
原 卓 志
―２２６―
小
林
芳
規
（
二
〇
〇
四
）
…
…
『
角
筆
文
献
研
究
導
論
下
巻
日
本
国
内
篇
（
下
）』
汲
古
書
院
。
仙
波
光
明
他
（
二
〇
〇
二
）
…
『
徳
島
県
言
語
地
図
』
徳
島
大
学
国
語
学
研
究
室
。
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
…
…
『
徳
島
の
方
言
』
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
。
平
山
輝
男
他
（
一
九
九
二
）
…
『
現
代
日
本
語
方
言
大
辞
典
』（
一
九
九
二
〜
一
九
九
四
）
明
治
書
院
。
（
１
）
母
音
連
接
に
お
け
る
音
訛
《
ア
エ
↓
ア
イ
／
ア
イ
↓
ア
エ
》
現
代
の
徳
島
言
葉
で
は
、「
ア
エ
」
が
「
ア
イ
」
と
な
っ
た
り
、「
ア
イ
」
が
「
ア
エ
」
に
な
る
こ
と
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
本
資
料
に
も
交
替
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
交
替
し
な
い
例
も
あ
る
。
﹇
ア
エ
↓
ア
イ
の
例
﹈
（
丑
）
・
不
聖
ト
ハ
孟
子
ニ
云
コ
ト
公
孫
仲
孟
子
ニ
問
ヲ
マ
イ
サ
マ
ハ
ヨ
ク
行
カ
…
（
１１
ウ
９
）〈
オ
マ
エ
↓
オ
マ
イ
〉
・
要
マ
チ
カ
マ
イ
テ
ヲ
ル
（
１６
ウ
１１
）〈
マ
チ
カ
マ
エ
テ
↓
マ
チ
カ
マ
イ
テ
〉
﹇
ア
エ
で
交
替
し
な
い
例
﹈
・
子
カ
ト
ハ
ヲ
マ
ヱ
カ
ト
云
コ
ト
（
１３
オ
３
）
・
子
ハ
ヲ
マ
ヱ
□
□
□
（
１４
オ
３
）
﹇
ア
イ
↓
ア
エ
の
例
﹈
・
大
目
ハ
ヲ
ヽ
タ
ヽ
ヱ
（
４
オ
７
）〈
オ
ウ
ダ
タ
イ
↓
オ
ウ
ダ
タ
エ
〉
・
大
略
ヲ
ヽ
タ
ヽ
ヱ
之
民
ヲ
之
（
１５
オ
９
）
＊
「
お
お
む
ね
」「
大
体
の
と
こ
ろ
」
の
意
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
に
よ
れ
ば
、「
ダ
タ
イ
」
は
「
大
体
（
だ
い
た
い
）」
の
変
化
し
た
語
と
い
う
。
ヨ
フ
ゼ
イ
ロ
ウ
・
蠅
蚋
ハ
イ
ケ
ラ
（
１６
オ
４
）
・
螻
ハ
イ
（
１６
オ
４
）〈
ハ
エ
↓
ハ
イ
〉
《
イ
ア
↓
イ
ヤ
》
現
代
の
徳
島
言
葉
で
は
、
母
音
連
接
「
イ
ア
／
エ
ア
」
が
「
イ
ヤ
／
エ
ヤ
」
に
、「
ウ
ア
／
オ
ア
」
が
「
ウ
ワ
／
オ
ワ
」
に
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
広
く
認
め
ら
れ
る
。
本
資
料
に
は
、「
イ
ア
」
が
「
イ
ヤ
」
と
発
音
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。
ム
ス
ビ
・
構
ト
リ
ヨ
フ
（
５
ウ
１０
）〈（
取
り
合
う
）
ト
リ
ア
ウ
↓
ト
リ
ヤ
ウ
↓
ト
リ
ヨ
ー
〉
ヨ
リ
ヤ
ウ
・
會
八
百
諸
侯
（
８
ウ
１４
）〈
ヨ
リ
ア
ウ
↓
ヨ
リ
ヤ
ウ
〉
・
力
ラ
ハ
キ
リ
ヤ
イ
ヤ
カ
イ
ノ
力
ナ
リ
（
１２
オ
７
）
〈（
斬
り
合
い
）
キ
リ
ア
イ
↓
キ
リ
ヤ
イ
〉
・
燕
以
燕
伐
ト
ハ
兩
方
カ
皆
礼
ノ
ナ
イ
ハ
リ
ヨ
フ
タ
□
ニ
依
テ
ス
ヽ
□
□
（
１３
オ
１４
）
〈（
張
り
合
う
）
ハ
リ
ア
ウ
↓
ハ
リ
ヤ
ウ
↓
ハ
リ
ヨ
ー
〉
・
百
姓
内
疾
ス
レ
ハ
皆
ヨ
リ
ヨ
ヲ
テ
カ
イ
ホ
□
ス
ル
也
（
１５
オ
６
）
〈
ヨ
リ
ア
ウ
↓
ヨ
リ
ヤ
ウ
↓
ヨ
リ
ヨ
ー
〉
・
勞
心
ハ
上
□
日
日
シ
ヤ
ン
ヲ
シ
テ
坐
シ
テ
ク
フ
ウ
ヲ
ス
ル
也
（
１５
ウ
３
）
〈（
思
案
）
シ
ア
ン
↓
シ
ヤ
ン
）
《
エ
イ
》
上
野
和
昭
（
一
九
九
七
）
は
、
現
代
の
徳
島
言
葉
で
は
、
母
音
連
接
の
「
エ
イ
」
が
融
合
し
て
「
エ
ー
」
と
発
音
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
と
さ
れ
る
。
本
資
料
で
も
、「
エ
列
音
の
仮
名
＋
イ
」
と
表
記
さ
れ
、
融
合
し
な
い
で
発
音
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ケ
イ
テ
イ
・
然
モ
庠
郷
ノ
數
學
也
其
數
ハ
父
母
ニ
ハ
孝
兄
長
ニ
ハ
悌
（
３
オ
９
）（「
數
」
は
「
教
」
の
誤
）
ベ
ン
ヘ
イ
・
使
嬖
ハ
ツ
カ
イ
ノ
女
（
５
ウ
１２
）（「
使
」
は
「
便
」
の
誤
写
）
ヲ
カ
シ
ヲ
カ
ス
・
侵
陵
フ
レ
イ
ナ
コ
ト
（
７
ウ
４
）〈
無
礼
〉
・
此
ト
ハ
ブ
レ
イ
ナ
コ
ト
ト
云
テ
イ
カ
ル
（
１０
オ
６
）〈
無
礼
〉
・
賦
グ
ン
セ
イ
（
１０
オ
６
）〈
軍
勢
〉
・
賦
ハ
グ
ン
セ
イ
（
１０
オ
７
）〈
軍
勢
〉
・
尊
大
オ
ヽ
ヘ
イ
ノ
コ
ト
（
１３
オ
１
）〈
横
柄
〉
・
…
此
レ
ニ
ハ
セ
イ
田
ヲ
セ
ス
（
１５
オ
３
）〈
井
田
〉
（
２
）
母
音
交
替
《
ア
↓
オ
／
オ
↓
ア
》
「
タ
モ
（
網
）↓
タ
マ
」「
コ
ソ
ゲ
ル
（
こ
す
っ
て
集
め
る
）↓
コ
サ
ゲ
ル
」
の
よ
う
に
、
母
音
「
ア
」
と
「
オ
」
の
交
替
す
る
例
が
現
代
の
徳
島
言
葉
に
見
ら
れ
る
。
本
資
料
に
は
次
の
よ
う
な
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
﹇
ア
↓
オ
の
例
﹈
・
簡
慢
ト
ハ
ア
イ
コ
ト
カ
モ
ハ
ヌ
コ
ト
（
１２
ウ
９
）〈
カ
マ
ワ
ヌ
↓
カ
モ
ワ
ヌ
〉
地方語史研究資料として見た学習記録 ――臨江山地蔵寺蔵『孟子聞録』を例として――
―２２７―
＊
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
に
は
「
構
い
ま
せ
ん
」
の
意
味
の
「
カ
モ
イ
マ
セ
ン
」
の
例
を
あ
げ
る
。
﹇
オ
↓
ア
の
例
﹈
・
興
作
ヲ
コ
リ
ナ
ス
コ
ト
ト
ハ
王
ノ
城
ツ
ク
ラ
イ
ナ
ト
興
作
コ
ト
三
時
ヨ
ケ
冬
ニ
イ
タ
ス
カ
ヨ
シ
（
３
オ
６
）〈（
繕
）
ツ
ク
ロ
イ
↓
ツ
ク
ラ
イ
〉
・
蔽
二
オ
ヽ
オ
ヽ
固
カ
タ
ク
ラ
シ
イ
コ
ト
一
（
６
ウ
６
）
〈
カ
タ
ク
ロ
シ
イ
↓
カ
タ
ク
ラ
シ
イ
〉
＊
「
堅
苦
し
い
」
の
意
の
「
カ
タ
ク
ロ
シ
イ
」
は
、
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
に
も
記
載
さ
れ
る
。
《
イ
↓
ウ
／
ウ
↓
イ
》
母
音
の
「
イ
」
が
「
ウ
」
に
交
替
し
た
り
、
反
対
に
「
ウ
」
が
「
イ
」
に
交
替
す
る
現
象
も
、
現
代
の
徳
島
言
葉
に
よ
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
本
資
料
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。
﹇
イ
↓
ウ
の
例
﹈
・
戰
タ
ヽ
カ
イ
ニ
タ
ト
ヲ
五
十
足
ヌ
ケ
ル
モ
百
足
趨
モ
…
（
２
ウ
１１
）
〈（
逃
）
ニ
ゲ
ル
↓
ヌ
ゲ
ル
〉
ホ
シ
イ
マ
ヽ
ヌ
ケ
ス
・
縱
逸
（
７
ウ
７
）〈（
逃
）
ニ
ゲ
ズ
↓
ヌ
ゲ
ズ
〉
・
不
違
ツ
カ
ワ
ネ
バ
（
３
オ
２
）〈（
違
）
チ
ガ
ウ
↓
ツ
ガ
ウ
〉
・
從
葬
ハ
死
人
サ
ム
シ
イ
ニ
ヨ
テ
ワ
ラ
デ
人
形
ヲ
作
入
…
（
３
ウ
１０
）
〈（
寂
）
サ
ミ
シ
イ
↓
サ
ム
シ
イ
〉
・
苗
ト
民
ト
ノ
ツ
ク
從
テ
ク
ル
ノ
ヱ
ヽ
フ
サ
カ
ン
苗
雨
テ
ヲ
キ
ル
ノ
ヲ
孰
モ
ヱ
ヽ
フ
サ
ガ
ン
（
４
ウ
２
）〈
ツ
キ
シ
タ
ガ
ウ
↓
ツ
ク
シ
タ
ガ
ウ
〉
・
病
ク
ダ
ブ
レ
タ
ト
云
コ
ト
（
１１
オ
１０
）（
第
二
音
節
の
濁
点
は
誤
り
か
）
〈
ク
タ
ビ
レ
ル
↓
ク
タ
ブ
レ
ル
〉
＊
高
田
（
一
九
八
五
）
に
は
「
く
た
び
れ
る
。
病
気
に
な
る
」
の
意
味
の
「
ク
タ
ブ
レ
ル
」
を
記
載
す
る
。
・
俗
ト
ハ
ユ
ウ
ヲ
ア
ブ
ル
コ
ト
（
１３
ウ
５
）（「
俗
」
は
「
浴
」
の
誤
）
〈
ア
ビ
ル
↓
ア
ブ
ル
〉
﹇
ウ
↓
イ
の
例
﹈
・
褊
カ
タ
ム
ク
小
シ
コ
シ
キ
ト
ハ
小
國
云
コ
ト
（
４
ウ
１２
）〈
ス
コ
シ
キ
↓
シ
コ
シ
キ
〉
《
イ
↓
エ
／
エ
↓
イ
》
母
音
「
イ
」「
エ
」
の
交
替
も
、「
ニ
ン
ジ
ン
（
人
参
）↓
ネ
ン
ジ
ン
」「
ミ
ミ
ズ
（
蚯
蚓
）↓
メ
メ
ズ
」「
ホ
ト
ケ
（
仏
）↓
ホ
ト
キ
」「
シ
ビ
レ
（
痺
れ
）↓
シ
ビ
リ
」
の
よ
う
に
現
代
の
徳
島
言
葉
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
本
資
料
に
は
以
下
の
例
が
見
ら
れ
る
。
﹇
イ
↓
エ
の
例
﹈
・
ケ
ン
ト
ハ
シ
リ
目
ニ
拭
テ
ネ
ラ
ム
王
ヲ
ソ
シ
ル
（
８
オ
７
）〈（
睨
）
ニ
ラ
ム
↓
ネ
ラ
ム
〉
・
疏
ア
ラ
キ
ニ
ニ
テ
モ
實
ハ
メ
ン
メ
ツ
ナ
リ
（
８
ウ
４
）
〈（
綿
密
）
メ
ン
ミ
ツ
↓
メ
ン
メ
ツ
〉
チ
ウ
タ
ヽ
シ
＊
「
稠
密
メ
ン
ミ
ツ
ナ
コ
ト
（
１０
オ
１１
）」
の
よ
う
に
母
音
交
替
し
な
い
例
も
見
ら
れ
る
。
・
大
任
オ
ヽ
ケ
ナ
ニ
ヲ
ヲ
ヽ
テ
モ
不
動
心
（
１０
ウ
１１
）〈
オ
ー
キ
ナ
↓
オ
ー
ケ
ナ
〉
＊
金
沢
（
一
九
七
六
）
に
は
「
オ
ー
ケ
ナ
【
形
動
】
大
き
な
（
石
）
大
へ
ん
な
（
雨
）
甚
し
い
（
火
傷
）」
と
記
載
さ
れ
る
。
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
で
は
「
オ
ー
ケ
ナ
﹇
大
き
な
﹈
大
き
い
。（
稀
）」
と
記
載
さ
れ
る
。
﹇
エ
↓
イ
の
例
﹈
・
不
誠
孟
子
イ
ク
コ
ト
ヲ
王
シ
ラ
シ
ニ
使
人
ヲ
ヲ
コ
ス
（
１２
ウ
１１
）（「
誠
」
は
「
識
」
の
誤
）〈（
知
ら
せ
）
シ
ラ
セ
↓
シ
ラ
シ
〉
《
ウ
↓
オ
／
オ
↓
ウ
》
「
ウ
ナ
ギ
（
鰻
）↓
オ
ナ
ギ
」「
ウ
サ
ギ
（
兎
）↓
オ
サ
ギ
」「
タ
ヌ
キ
（
狸
）↓
タ
ノ
キ
」
の
よ
う
に
母
音
「
ウ
」
が
「
オ
」
に
交
替
す
る
例
や
、「
オ
カ
（
陸
）↓
ウ
カ
」「
ヨ
モ
ギ
（
蓬
）↓
ユ
ム
ギ
」「
ア
ソ
コ
（
彼
処
）↓
ア
ス
コ
」
の
よ
う
に
母
音
「
オ
」
が
「
ウ
」
に
交
替
し
た
例
が
、
現
代
の
徳
島
言
葉
に
見
ら
れ
る
。
本
資
料
で
は
、
次
の
例
が
あ
る
。
﹇
ウ
↓
オ
の
例
﹈
・
蒸
モ
セ
リ
豚
イ
ノ
コ
（
１６
ウ
１５
）〈（
蒸
）
ム
ス
↓
モ
ス
〉
﹇
オ
↓
ウ
の
例
﹈
・
無
異
ウ
ナ
ジ
コ
ト
（
３
ウ
８
）〈（
同
）
オ
ナ
ジ
↓
ウ
ナ
ジ
〉
《
オ
↓
イ
》
母
音
「
オ
」
が
「
イ
」
に
交
替
し
た
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
現
代
の
徳
島
言
葉
で
も
、「
オ
」
が
「
イ
」
に
交
替
し
た
「
ア
ソ
コ
↓
ア
シ
コ
」
の
例
は
よ
く
耳
に
す
る
。
原 卓 志
―２２８―
〔
表

〕
開
長
音
と
合
長
音
の
表
記
開
長
音
（
字
音
仮
名
遣
い
で
「

ウ
」
と
表
記
）
合
長
音
（
字
音
仮
名
遣
い
で
「

ウ
」
と
表
記
）

ウ
効
カ
ウ
（
１１
オ
１０
）
１
例

フ
彷
ハ
フ
（
１６
オ
２
）
な
ど
＊
１
３
例

オ
法
ハ
オ
（
１１
ウ
６
）
１
例

ウ
嚢
ノ
ウ
（
８
ウ
１
）
な
ど
４
例

フ
貌
ボ
フ
（
４
オ
１０
）
な
ど
１５
例

オ
相
ソ
オ
（
１０
ウ
５
）
な
ど
４
例

ヲ
道
ト
ヲ
（
６
オ
９
）
な
ど
１０
例

ウ
奏
ソ
ウ
（
７
オ
８
）
な
ど
６
例

フ
攻
コ
フ
（
１
オ
１０
）
な
ど
１８
例

ヲ
豊
ホ
ヲ
（
６
オ
１２
）
な
ど
３
例
（
表
注
）
＊
１
…
「
甲
カ
フ
（
１２
オ
７
）」「
法
ホ
フ
（
１３
オ
１０
）」
を
含
め
る
。
・
預
ア
ラ
カ
シ
メ
ア
シ
コ
マ
テ
ト
云
コ
ト
（
１１
オ
１２
）〈
ア
ソ
コ
↓
ア
シ
コ
〉
ゴ
・
期
ハ
ア
シ
コ
マ
テ
ト
シ
キ
リ
今
ア
テ
ル
コ
ト
（
１１
オ
１３
）
＊
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
に
は
「
あ
そ
こ
」
の
意
味
の
「
ア
シ
コ
」
を
記
載
す
る
。
（
３
）
オ
段
長
音
の
短
音
化
本
資
料
で
は
、
オ
段
長
音
は
次
の
〔
表

〕
の
よ
う
に
、
字
音
仮
名
遣
い
で
「
ア
段
の
仮
名
＋
ウ
」
と
表
記
さ
れ
る
開
長
音
の
多
く
が
「
オ
段
の
仮
名
＋
ウ
／
フ
／
オ
／
ヲ
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、開
音
と
合
音
の
区
別
は
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。表
中
の

は
ア
段
の
仮
名
、

は
オ
段
の
仮
名
を
示
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
長
音
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
「
ウ
」「
フ
」「
ヲ
」
が
表
記
さ
れ
な
い
例
が
二
例
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
本
来
な
ら
ば
合
長
音
で
発
音
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
オ
段
長
音
の
短
音
化
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
小
林
芳
規
（
二
〇
〇
四
）
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
徳
島
で
も
江
戸
時
代
の
角
筆
文
献
か
ら
多
く
の
用
例
が
見
出
さ
れ
る
。
・
耨
ド
（
４
オ
７
）〈（
耨
）
ド
ウ
〉
フ
ン
タ
ド
リ
フ
ヨ
・
附
庸
ハ
（
８
オ
８
）〈（
庸
）
ヨ
ウ
〉
阿
波
ア
ワ
シ
ノ
ヨ
オ
ナ
國
□
ン
タ
ド
リ
ト
云
ま
た
、
和
語
に
意
志
の
助
動
詞
「
ウ
」
が
付
い
た
例
に
短
音
化
し
た
と
思
わ
れ
る
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
江
戸
時
代
の
上
方
語
の
特
徴
で
あ
り
、
現
代
の
徳
島
言
葉
に
も
多
く
見
出
さ
れ
る
。
一
例
目
と
二
例
目
は
、「
願
は
う
」
が
オ
段
長
音
化
し
、
更
に
短
音
化
し
て
発
音
さ
れ
、
三
例
目
は
「
貰
は
う
」
が
オ
段
長
音
化
し
、
更
に
短
音
化
し
て
発
音
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
オ
・
倩
ト
ハ
上
ニ
ネ
ガ
オ
（
２
ウ
８
）（「
倩
」
は
「
請
」
の
誤
写
）
・
請
ト
ハ
ネ
ガ
ヲ
コ
ト
ニ
ハ
コ
ヲ
シ
タ
ラ
ヱ
ヽ
ト
云
コ
ト
（
１５
オ
２
）
・
世
人
ハ
日
カ
ク
レ
タ
ラ
錢
ヲ
モ
ラ
オ
ト
云
テ
我
身
カ
モ
ラ
ウ
ナ
リ
（
１６
ウ
９
）
（
４
）
ウ
段
拗
長
音
の
オ
段
音
化
小
林
芳
規
（
二
〇
〇
四
）
は
、
オ
段
拗
長
音
の
ウ
段
音
化
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
全
国
か
ら
発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献
の
例
か
ら
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
角
筆
文
献
に
見
ら
れ
る
ウ
段
拗
長
音
が
オ
段
音
化
す
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
考
察
さ
れ
、
合
音
の
オ
段
拗
長
音
と
ウ
段
拗
長
音
が
同
じ
音
、
あ
る
い
は
近
い
音
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
で
は
、
オ
段
拗
長
音
が
ウ
段
音
化
し
た
例
は
見
ら
れ
な
い
が
、
ウ
段
拗
長
音
が
オ
段
音
化
し
た
と
見
ら
れ
る
例
が
二
例
見
出
さ
れ
る
。
チ
ウ
ビ
ヨ
フ
・
綢
繆
マ
ト
ヒ
（
１２
オ
１１
）〈「
繆
」
ビ
ウ
（
ビ
ユ
ウ
）↓
ビ
ヨ
ウ
〉
ホ
シ
ヨ
ウ
・
補
ヲ
ギ
ナ
イ
葺
フ
ク
（
１２
オ
１３
）〈「
葺
」
シ
ウ
↓
シ
ヨ
ウ
〉
（
５
）
尾
母
音
の
長
音
化
現
代
の
徳
島
言
葉
で
も
、「
テ
（
手
）↓
テ
ー
」〔
テ
ー
ガ
イ
タ
イ
（
痛
い
）〕、「
メ
（
目
）
↓
メ
ー
」〔
メ
ー
ガ
イ
タ
イ
〕、「
ハ
（
歯
）↓
ハ
ー
」〔
ハ
ー
ガ
イ
タ
イ
〕
の
よ
う
に
、
一
音
節
名
詞
の
尾
母
音
を
長
音
化
し
て
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
資
料
に
も
尾
母
音
を
長
音
化
し
て
発
音
し
た
こ
と
を
反
映
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。
カ
ク
サ
ン
ハ
・
藏
ア
キ
ナ
イ
シ
イ
イ
入
テ
定
ト
云
（
６
オ
５
）〈（
市
）
シ
↓
シ
ー
）
・
俗
ト
ハ
ユ
ウ
ヲ
ア
ブ
ル
コ
ト
（
１３
ウ
５
）（「
俗
」
は
「
浴
」
の
誤
写
）
〈（
湯
）
ユ
↓
ユ
ー
〉
ま
た
、
一
音
節
名
詞
と
は
異
な
る
が
、
語
末
を
長
音
化
し
て
発
音
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
も
見
ら
れ
る
。
一
例
目
の
「
シ
イ
」
は
、
同
類
の
動
作
を
列
挙
す
る
「
憂
え
も
シ
、（
ま
た
一
方
で
）
…
も
シ
」
と
い
う
意
味
で
「
…
も
シ
ー
、
…
も
シ
ー
」
と
発
音
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
で
、
動
詞
連
用
形
が
長
音
化
す
地方語史研究資料として見た学習記録 ――臨江山地蔵寺蔵『孟子聞録』を例として――
―２２９―
る
現
象
は
、
現
代
の
徳
島
言
葉
で
よ
く
見
ら
れ
る
。
・
憂
ヘ
モ
シ
イ
世
□
□
□
シ
イ
シ
テ
有
（
１３
ウ
１１
・
１２
）〈（
為
）
シ
↓
シ
ー
〉
・
要
ト
ハ
ハ
ツ
ト
フ
シ
テ
（
１２
ウ
１３
）〈（
法
度
）
ハ
ッ
ト
↓
ハ
ッ
ト
ー
）
・
ル
イ
皆
モ
ツ
コ
ヲ
（
１６
オ
４
）〈（
畚
）
モ
ッ
コ
↓
モ
ッ
コ
ー
〉
ロ
ウ
・
土
籠
汗
モ
ツ
コ
オ
ブ
コ
（
１６
オ
５
）（「
ブ
コ
」
は
「
フ
ゴ
」
の
誤
写
か
）
・
土
ワ
ラ
モ
ツ
コ
ヲ
（
１６
オ
５
）
・
妾
婦
フ
ウ
フ
ウ
ノ
道
ト
云
コ
ト
（
１６
オ
９
）〈（
夫
婦
〉
フ
ー
フ
↓
フ
ー
フ
ー
〉
（
６
）
四
ッ
仮
名
の
混
乱
本
資
料
で
は
、
四
ッ
仮
名
「
ヂ
／
ジ
」「
ヅ
／
ズ
」
の
区
別
は
失
わ
れ
て
お
り
、
古
用
に
合
わ
な
い
例
が
二
十
八
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
部
を
挙
例
す
る
。
・
羞
悪
ハ
シ
ニ
ク
ム
義
ハ
シ
（
１
ウ
８
）〈
ハ
ヂ
〉
・
叟
ヲ
ジ
ト
云
語
（
２
オ
２
）〈
オ
ヂ
〉
・
蹴
然
ト
ハ
ハ
シ
チ
ジ
ム
カ
タ
チ
（
１０
オ
４
）〈（
恥
）
ハ
ヂ
、（
縮
）
チ
ヂ
ム
〉
・
冶
今
ノ
カ
ジ
ヤ
ナ
リ
（
１５
ウ
２
）〈（
鍛
冶
屋
）
カ
ヂ
ヤ
〉
・
理
ス
ジ
ナ
リ
（
１４
オ
１
）〈（
筋
）
ス
ヂ
〉
（
問
）
・
王
ハ
ハ
ズ
カ
シ
ウ
テ
門
フ
（
２
オ
９
）〈
ハ
ヅ
カ
シ
〉
・
號
名
ズ
ケ
テ
（
４
オ
３
）〈
ナ
ヅ
ク
〉
ア
ス
カ
ル
・
託
ヨ
セ
ア
ズ
ケ
ル
（
８
ウ
５
）〈
ア
ヅ
ケ
ル
〉
・
關
（
９
ウ
４
）〈
ア
ヅ
カ
ル
〉
・
沈
淪
シ
ズ
ン
デ
（
１７
オ
３
）〈（
淪
）
シ
ヅ
ム
〉
（
７
）
マ
行
音
と
バ
行
音
の
相
通
現
代
の
徳
島
言
葉
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
本
資
料
に
は
次
の
例
が
あ
る
。
・
陋
巷
セ
バ
キ
チ
マ
タ
（
１
ウ
５
）〈（
狭
い
）
セ
マ
イ
↓
セ
バ
イ
〉
・
護
マ
ボ
ル
（
４
ウ
７
）〈（
護
る
）
マ
モ
ル
↓
マ
ボ
ル
〉
・
陂
カ
タ
ブ
ク
（
１１
ウ
１
）〈（
傾
く
）
カ
タ
ム
ク
↓
カ
タ
ブ
ク
〉
ネ
ブ
リ
テ
□
タ
・
臥
（
１３
ウ
６
）〈（
眠
る
）
ネ
ム
ル
↓
ネ
ブ
ル
〉
（
８
）
合
拗
音
本
資
料
で
は
「（
威
光
）
イ
ク
ワ
ウ
↓
イ
コ
ウ
」
の
例
を
除
い
て
、
合
拗
音
が
保
た
れ
て
い
る
。「
ク
ワ
ウ
」
が
長
音
化
し
た
場
合
に
直
音
化
す
る
例
は
、
こ
れ
ま
で
調
査
し
て
き
た
徳
島
県
内
の
各
地
に
遺
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
角
筆
文
献
に
も
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
﹇
合
拗
音
の
例
﹈
ク
ワ
・
貨
ハ
ウ
ル
（
６
オ
６
）
・
ク
ワ
イ
ハ
タ
ス
イ
人
名
也
（
８
ウ
１３
）
（
棺
槨
）
・
ク
ワ
ン
ク
ワ
ク
ハ
ソ
オ
レ
イ
也
（
９
ウ
４
）
ク
ワ
ン
・
關
ハ
ヤ
ク
所
ナ
リ
（
１２
ウ
２
）
・
ク
ワ
イ
（
１６
ウ
１２
）
﹇
直
音
化
し
た
例
﹈
イ
コ
ヲ
・
威
（
７
ウ
７
）〈（
威
光
）
イ
ク
ワ
ウ
↓
イ
コ
ウ
〉
（
９
）
動
詞
の
音
便
形
《
ハ
行
四
段
（
五
段
）
活
用
動
詞
》
ハ
行
四
段
（
五
段
）
活
用
動
詞
は
、
原
則
と
し
て
ウ
音
便
が
現
れ
て
い
る
が
、
促
音
便
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
例
が
一
例
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
促
音
「
ツ
」
の
無
表
記
例
で
、
語
幹
二
音
節
の
動
詞
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
徳
島
県
下
の
角
筆
文
献
で
は
、
ウ
音
便
が
主
流
で
あ
る
が
、
吉
野
川
中
流
域
の
資
料
に
は
、
語
幹
二
音
節
以
上
の
動
詞
に
促
音
便
の
例
も
見
ら
れ
た
９
。
﹇
ウ
音
便
の
例
・
語
幹
一
音
節
﹈
・
終
マ
テ
身
ヲ
ト
ハ
身
キ
テ
口
ニ
ク
ウ
テ
ア
マ
ル
（
６
オ
１２
）
・
遇
オ
ヽ
テ
（
１０
オ
７
）
ス
ク
イ
ヨ
フ
者
・
配
オ
ヽ
テ
ス
ケ
ヨ
フ
者
（
１０
ウ
１１
）
・
大
任
オ
ヽ
ケ
ナ
ニ
ヲ
ヲ
ヽ
テ
モ
不
動
心
（
１０
ウ
１１
）
﹇
ウ
音
便
の
例
・
語
幹
二
音
節
以
上
﹈
・
全
ソ
ロ
フ
タ
コ
ト
（
１
ウ
５
）
・
詳
ソ
ロ
ヲ
テ
效
ナ
ロ
ヲ
テ
（
２
オ
３
）
ウ
ホ
フ
テ
・
欲
ニ
テ
利
奪
不
ア
カ
（「
」
字
左
傍
「
ヱ
ン
」
あ
り
）（
２
オ
４
）
・
有
ハ
チ
カ
ウ
タ
無
ハ
チ
ガ
ハ
シ
（
３
ウ
７
）
・
夫
子
ハ
孟
子
ヲ
尊
フ
テ
云
（
５
オ
７
）
ユ
ク
・
遵
海
ト
ハ
海
ノ
ハ
タ
ヲ
ツ
ト
ヲ
テ
行
（
８
オ
４
）
・
詳
密
ソ
ロ
ヲ
テ
キ
ヲ
ツ
ケ
ル
コ
ト
（
１２
オ
１３
）
・
詠
ハ
歌
ヲ
ウ
ト
ヲ
テ
（
１３
ウ
５
）
・
振
フ
ル
ウ
テ
（
１５
ウ
１０
）
・
亡
ナ
キ
ハ
孔
子
ノ
内
ニ
ヲ
ラ
ヌ
ノ
ヲ
ウ
カ
コ
フ
テ
ユ
ク
ナ
リ
（
１６
ウ
１５
）
﹇
促
音
便
の
例
・
語
幹
二
音
節
以
上
﹈
・
禹
ハ
九
川
サ
ラ
ヱ
水
ハ
ク
ヨ
ヲ
ニ
サ
ラ
タ
ナ
リ
（
１５
ウ
６
）
﹇
原
形
の
例
・
語
幹
一
音
節
﹈
・
知
言
ト
ハ
物
ノ
格
知
ノ
至
リ
凡
ソ
天
下
ノ
言
ヲ
イ
ヒ
テ
物
理
ヨ
ク
是
非
ヲ
カ
ミ
ワ
ケ
シ
原 卓 志
―２３０―
ル
コ
ト
（
１０
ウ
９
）
﹇
原
形
の
例
・
語
幹
二
音
節
以
上
﹈
・
義
ト
ハ
心
ヨ
リ
事
理
ヲ
サ
シ
ハ
カ
ラ
イ
テ
各
ソ
ノ
宜
所
ニ
カ
ナ
ハ
シ
ム
ル
道
理
（
２
オ
３
）
《
ラ
行
四
段
（
五
段
）
活
用
動
詞
》
連
用
形
に
「
タ
」
が
付
い
た
場
合
に
非
音
便
形
（
原
形
）
で
あ
る
こ
と
を
示
す
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
明
治
二
十
三
〜
明
治
二
十
九
年
頃
に
書
き
入
れ
ら
れ
、
当
時
の
徳
島
言
葉
を
反
映
す
る
言
語
事
象
を
多
く
有
し
て
い
る
鴨
島
小
学
校
旧
蔵
『
日
本
外
史
訓
蒙
』
の
墨
書
注
釈
に
も
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
１０
。
・
自
ク
ホ
イ
ノ
ヲ
人
ノ
作
リ
タ
ノ
ヲ
池
ト
云
（
３
オ
３
）
《
サ
行
四
段
（
五
段
）
活
用
動
詞
》
サ
行
四
段
（
五
段
）
活
用
動
詞
の
イ
音
便
に
つ
い
て
、
金
沢
治
（
一
九
六
一
）
に
は
「
山
分
の
古
老
の
間
の
用
語
」
と
し
て
「
廻
イ
て
」「
燃
や
イ
て
」「
移
イ
て
」「
貸
イ
て
」
の
例
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
上
野
和
昭
（
一
九
九
七
）
で
は
「「
サ
イ
タ
（
指
し
た
）、
オ
ト
イ
タ
（
落
と
し
た
）」
な
ど
の
サ
行
イ
音
便
は
、〈
山
分
・
海
部
〉、〈
上
郡
〉
と
〈
下
郡
〉
と
の
境
界
地
域
、
そ
し
て
〈
う
わ
て
〉
の
山
間
な
ど
で
、
主
と
し
て
高
年
層
に
聞
か
れ
る
。「
オ
ト
ヒ
タ
」
の
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
本
資
料
で
は
、
一
例
だ
け
で
は
あ
る
が
、
次
の
例
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、『
孟
子
』
本
文
「
牲
殺
器
皿
衣
服
不
レ
備
。
不
二
敢
以
祭
一
。
則
不
二
敢
以
宴
一
」（
滕
文
公
章
句
下
・
三
章
・
二
〇
六
頁
）
の
「
皿
」
に
対
す
る
朱
熹
註
「
皿
、
所
二
―
以
覆
一
レ
器
者
」
に
よ
っ
た
注
釈
で
あ
り
、「
出
し
た
物
（
ニ
）
ふ
せ
る
物
。
ゴ
ミ
（
を
）
載
せ
な
い
よ
う
に
」
の
意
味
で
あ
る
。
・
皿
《
絵
あ
り
》
タ
イ
タ
者
フ
セ
ル
者
コ
ミ
ノ
セ
ヌ
ヨ
ヲ
ニ
（
１６
ウ
２
）
《
カ
行
四
段
（
五
段
）
活
用
動
詞
》
カ
行
四
段
（
五
段
）
活
用
動
詞
の
次
掲
例
は
、
促
音
便
の
「
ツ
」
無
表
記
例
か
、
促
音
便
が
短
呼
さ
れ
た
例
で
あ
る
か
の
判
断
が
難
し
い
。
現
代
の
徳
島
言
葉
を
含
め
て
西
日
本
各
地
で
、
「
イ
テ
ミ
タ
ラ
（
行
っ
て
見
た
ら
）」
の
よ
う
に
促
音
便
を
短
呼
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
本
資
料
の
二
例
が
と
も
に
「
イ
タ
」
と
「
ツ
」
が
表
記
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
短
呼
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
・
就
テ
之
ニ
ソ
バ
ヱ
イ
テ
見
テ
モ
威
光
無
（
４
オ
１０
）〈（
行
）
イ
ッ
テ
↓
イ
テ
〉
・
弔
ラ
ウ
ト
ハ
ク
ヤ
ミ
ニ
イ
タ
（
１２
ウ
１２
）〈（
行
）
イ
ッ
タ
↓
イ
タ
〉
（
１０
）
形
容
詞
の
仮
定
形
本
資
料
に
は
、
次
掲
の
よ
う
に
「
ナ
ケ
ラ
（
無
け
れ
ば
）」
の
例
が
見
ら
れ
る
。
現
代
の
徳
島
言
葉
で
は
、
形
容
詞
の
仮
定
形
は
、
活
用
語
尾
と
助
詞
が
融
合
し
て
、「
タ
カ
ケ
リ
ャ
（ー
高
け
れ
ば
）」「
ナ
ケ
リ
ャ
ー
（
無
け
れ
ば
）」、
ま
た
は
、
短
呼
し
て
「
タ
カ
ケ
リ
ャ
」「
ナ
ケ
リ
ャ
」
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。
金
沢
治
（
一
九
六
一
）
に
は
、「
…
ケ
リ
ャ
」
の
他
に
「
ヨ
ケ
ラ
（
善
け
れ
ば
）」「
ナ
ガ
ケ
ラ
（
長
け
れ
ば
）」「
ス
ズ
シ
ケ
ラ
（
涼
し
け
れ
ば
）」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仙
波
光
明
他
（
二
〇
〇
二
）
の
言
語
地
図
「
高
け
れ
ば
」
の
項
目
を
見
る
限
り
、「
タ
カ
ケ
ラ
」
の
形
は
見
ら
れ
な
い
。
・
瞑
眩
ト
ハ
目
ヒ
ツ
ク
リ
カ
ヱ
ル
ヨ
フ
ニ
ナ
ケ
ラ
成
就
セ
ン
ナ
リ
（
１４
オ
２
）
（
１１
）
既
然
態
「
ト
ル
」
と
進
行
態
（
習
慣
・
反
復
）「
ヨ
ル
」
本
資
料
で
は
、
既
然
態
に
は
「
ト
ル
」
が
、
進
行
態
（
習
慣
・
反
復
）
に
は
「
ヨ
ル
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
ト
ル
」
の
四
例
目
は
進
行
態
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
現
代
の
徳
島
言
葉
で
も
「
ト
ル
」
は
原
則
と
し
て
既
然
態
で
あ
る
が
、
進
行
態
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
に
通
じ
る
。
﹇
ト
ル
﹈
・
油
然
ハ
ア
ブ
ラ
キ
ツ
ト
ル
高
雲
（
４
ウ
１
）
・
所
得
ハ
徳
ヲ
ヱ
ト
ル
ノ
ヲ
云
（
１６
オ
１０
）
イ
・
不
成
ス
ハ
生
キ
ト
ル
ノ
ヲ
云
（
１６
ウ
１
）
マ
ジ
ハ
ル
・
隣
國
ト
楚
秦
ノ
國
ト
雄
ト
ハ
カ
ヲ
争
ソ
フ
ト
ル
ガ
ナ
カ
ヨ
フ
交
道
カ
ア
ロ
フ
カ
ト
問
コ
ト
（
７
オ
１２
）
﹇
ヨ
ル
﹈
・
踏
襲
フ
ミ
ヨ
ル
ト
讀
（
１
オ
１２
）
ス
ク
イ
ヨ
フ
者
・
配
オ
ヽ
テ
ス
ケ
ヨ
フ
者
（
１０
ウ
１１
）
・
后
稷
ト
ハ
周
ノ
文
王
元
祖
也
文
王
仁
政
行
ヨ
ツ
タ
ニ
ヨ
ツ
テ
子
ノ
武
ツ
イ
ニ
天
命
ヲ
□
□
（
１４
ウ
１２
）
地方語史研究資料として見た学習記録 ――臨江山地蔵寺蔵『孟子聞録』を例として――
―２３１―
（
１２
）
禁
止
の
「
レ
ン
」「
ラ
レ
ン
」
動
詞
の
未
然
形
に
「
レ
ン
（
助
動
詞
「
レ
ル
」
の
未
然
形
＋
打
ち
消
し
「
ン
」）」、「
ラ
レ
ン
（
助
動
詞
「
ラ
レ
ル
」
の
未
然
形
＋
打
ち
消
し
「
ン
」）」
が
付
い
て
「
禁
止
」
を
表
し
た
例
が
見
ら
れ
る
。
現
代
の
徳
島
言
葉
に
通
ず
る
例
で
あ
る
。
﹇
禁
止
の
「
レ
ン
」﹈
・
戰
タ
ヽ
カ
イ
ニ
タ
ト
ヲ
五
十
足
ヌ
ケ
ル
モ
百
足
趨
モ
王
笑
ハ
レ
ン
王
少
シ
民
ニ
惠
ス
隣
ハ
不
ル
モ
惠
ヲ
如
此
笑
レ
ン
其
依
王
民
モ
モ
ヱ
ス
隣
民
モ
ヱ
ス
ミ
ナ
ヲ
ナ
シ
コ
ト
（
２
ウ
１１
）
・
不
可
笑
レ
ン
王
道
ヨ
リ
見
レ
バ
小
惠
ナ
リ
（
２
ウ
１２
）
・
類
ハ
人
ゲ
ン
ハ
人
ゲ
ン
虫
シ
ハ
虫
犬
ハ
犬
云
類
皆
同
生
ニ
ヨ
テ
ヤ
タ
ラ
ニ
殺
サ
レ
ン
（
５
オ
５
）
・
不
シ
テ
欲
ト
ハ
三
年
行
コ
ト
行
ナ
ハ
レ
ン
ト
云
テ
□
□
（
１４
オ
７
）
・
民
事
ハ
上
ニ
民
ツ
コ
フ
コ
ト
タ
ラ
タ
ラ
ツ
カ
ワ
レ
ン
（
１４
オ
１３
）
﹇
禁
止
の
「
ラ
レ
ン
」﹈
・
礼
ナ
ケ
レ
バ
礼
ハ
先
祖
祭
カ
又
ハ
婚
礼
カ
ノ
ヨ
フ
ナ
時
テ
無
バ
殺
コ
ト
セ
ヌ
コ
ト
□
セ
ラ
レ
ン
皆
礼
有
（
５
オ
６
）
ヲ
シ
ツ
ケ
ル
コ
ト
・
誣
キ
□
□
ヲ
シ
ツ
ケ
ラ
レ
ン
（
１４
オ
１２
）
こ
の
他
、「
ラ
レ
ン
」
や
「
ラ
レ
ヌ
」「
ラ
レ
ズ
」
の
形
で
、「
不
可
能
」
を
表
す
例
も
見
ら
れ
る
。﹇
不
可
能
の
「
ラ
レ
ン
」「
ラ
レ
ヌ
」「
ラ
レ
ズ
」﹈
・
此
モ
癈
ス
テ
ラ
レ
ン
處
（
３
オ
１
）
・
忍
ハ
コ
ラ
ヱ
ラ
レ
ン
（
４
ウ
１０
）
・
求
ハ
木
ニ
ハ
魚
ナ
キ
云
コ
ト
ヲ
求
メ
ラ
レ
ン
事
ヲ
云
（
６
オ
１
）
・
不
得
セ
ラ
レ
ヌ
（
１３
オ
１１
）
・
不
得
ヱ
ラ
レ
ン
ノ
□
□
□
（
１３
オ
１２
）
・
宴
ハ
酒
宴
ヲ
云
セ
ラ
レ
ス
（
１６
ウ
２
）
（
１３
）
使
役
の
助
動
詞
「
ス
」「
サ
ス
」「
シ
ム
」
と
「
ラ
ス
」
本
資
料
に
は
使
役
の
助
動
詞
と
し
て
「
ス
」「
サ
ス
」「
シ
ム
」
と
「
ラ
ス
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
ス
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
用
が
、
連
用
形
「
シ
」、
終
止
形
「
ス
」、
連
体
形
「
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
変
動
詞
に
付
い
て
「
サ
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
代
の
徳
島
言
葉
の
助
動
詞
「
ス
」
に
通
じ
る
。
ま
た
、「
ラ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
現
代
の
徳
島
言
葉
で
は
一
段
活
用
動
詞
・
カ
変
動
詞
に
付
い
て
、「
ネ
ラ
シ
テ
（
寝
さ
せ
て
）」「
コ
ラ
シ
テ
（
来
さ
せ
て
）」
の
よ
う
に
用
い
る
。
本
資
料
で
も
、「
ハ
セ
ラ
ス
（
馳
）」「
コ
ラ
ス
（
来
）」
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
﹇
使
役
の
助
動
詞
「
ス
」
の
例
﹈
・
勞
之
ト
ハ
民
ニ
勞
ヲ
サ
シ
（
１５
ウ
８
）〈
連
用
形
〉
ナ
テ
ン
ト
・
國
撫
ハ
シ
タ
カ
ワ
ス
（
６
オ
１
）〈
終
止
形
〉
ヲ
キ
・
放
ト
ハ
コ
レ
ヲ
他
所
ニ
出
サ
ス
而
南
巣
ト
云
邑
ニ
放
ハ
ナ
サ
ス
（
８
ウ
９
）〈
終
止
形
〉
・
苟
容
ド
ヲ
テ
モ
ヱ
ヽ
ハ
テ
ハ
二
人
ヲ
ラ
ス
（
１３
ウ
８
）〈
終
止
形
〉
・
之
ヲ
ト
ハ
民
サ
ス
（
１５
ウ
８
）〈
終
止
形
〉
ナ
ラ
ハ
ス
コ
ト
・
講
（
７
オ
１０
）〈
連
体
形
〉
武
事
イ
ク
サ
ノ
コ
ト
ヲ
・
服
ハ
キ
フ
ク
サ
ス
コ
ト
（
１２
オ
８
）〈
連
体
形
〉〈
帰
服
サ
ス
〉
・
…
徙
□
□
□
徙
ラ
ス
ナ
リ
（
１５
オ
６
）〈
連
体
形
〉
﹇
使
役
の
助
動
詞
「
サ
ス
」
の
例
﹈
・
コ
ノ
三
人
ニ
百
里
ヲ
得
サ
セ
バ
一
天
ノ
君
ト
ナ
ル
（
１２
オ
２
）〈
未
然
形
〉
・
輔
之
ト
ハ
ホ
ノ
字
ハ
車
ヲ
ヲ
ス
ト
云
民
ニ
政
ヲ
ヲ
シ
サ
ス
ナ
リ
（
１５
ウ
９
）〈
連
体
形
〉
＊
「（
押
）
オ
シ
サ
ス
」
は
、「
オ
サ
ス
」
で
よ
い
と
こ
ろ
。
﹇
使
役
の
助
動
詞
「
シ
ム
」
の
例
﹈
ヲ
ヽ
セ
シ
メ
ヲ
シ
ヱ
イ
マ
シ
メ
・
命
令
教
戒
ヲ
ヽ
セ
喪
ツ
ト
メ
ル
コ
ト
ヲ
出
サ
ス
（
１４
オ
１１
）〈
連
用
形
〉
・
氣
ナ
レ
ド
モ
反
リ
テ
其
心
ヲ
サ
ハ
ガ
シ
ム
（
１０
ウ
６
）〈
終
止
形
）
・
義
ト
ハ
心
ヨ
リ
事
理
ヲ
サ
シ
ハ
カ
ラ
イ
テ
各
ソ
ノ
宜
所
ニ
カ
ナ
ハ
シ
ム
ル
道
理
（
２
オ
３
）〈
連
体
形
〉
﹇
使
役
の
助
動
詞
「
ラ
ス
」
の
例
﹈
ハ
セ
・
馳
ハ
セ
ラ
シ
（
７
オ
１０
）〈
連
用
形
〉
・
田
地
テ
ナ
シ
ニ
囿
テ
馬
ヲ
ハ
セ
ハ
セ
ラ
ス
コ
ト
（
７
オ
１０
）〈
連
体
形
〉
・
來
ト
ハ
王
ノ
方
ヱ
ナ
ツ
ケ
來
ラ
ス
ナ
リ
（
１５
ウ
９
）〈
連
体
形
〉
（
１４
）
指
定
・
断
定
の
助
動
詞
「
ジ
ャ
」
現
代
の
徳
島
言
葉
に
お
け
る
指
定
・
断
定
の
助
動
詞
に
は
「
ダ
」「
ジ
ャ
」「
ヤ
」
が
あ
る
。
原 卓 志
―２３２―
「
ダ
」
は
未
然
形
と
し
て
「
ダ
ロ
（
ー
）」、
連
用
形
と
し
て
「
ダ
ッ
タ
」「
ダ
ッ
タ
ラ
」
に
多
用
さ
れ
る
が
、
終
止
形
で
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
「
ジ
ャ
」「
ヤ
」
は
、
終
止
形
に
も
多
用
さ
れ
る
。
本
資
料
で
は
、
文
章
語
的
な
助
動
詞
「
ナ
リ
」
の
他
に
、
終
止
形
「
ジ
ャ
」
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
が
、「
ヤ
」「
ダ
」
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。
・
然
ソ
ヲ
ジ
ヤ
ケ
レ
ド
モ
（
４
ウ
３
）
・
擴
充
然
リ
ソ
ヲ
シ
ヤ
ケ
レ
ト
モ
（
４
ウ
１２
）
ナ
ヲ
・
百
姓
云
コ
ト
異
哉
ト
ハ
ソ
ヲ
ジ
ヤ
（
５
オ
３
）
・コ
ト
シ
ト
ハ
猶
ヨ
ヲ
ナ
者
シ
ヤ
（
６
ウ
１１
）
・
王
タ
ラ
ン
ト
ハ
王
道
ノ
王
ジ
ヤ
（
７
オ
６
）
・
疾
視
シ
テ
ト
ハ
ヱ
ヱ
キ
ヒ
ジ
ヤ
ト
云
（
９
オ
５
）
・
夫
レコ
コ
ラ
シ
ヤ
（
９
オ
８
）
・
争
先
ト
ハ
民
カ
王
ニ
ツ
イ
テ
ク
ル
コ
ト
先
キ
シ
ヤ
ト
云
テ
争
コ
ト
（
９
ウ
２
）
マ
サ
レ
ル
・
愈
マ
シ
シ
ヤ
（
９
ウ
３
）
・
未
聞
道
文
公
道
ヲ
知
ラ
ン
人
シ
ヤ
ト
云
コ
ト
（
１５
オ
１６
）
・
行
カ
ヌ
ヲ
ホ
メ
タ
ノ
ジ
ヤ
（
１６
オ
６
）
（
１５
）
そ
の
他
の
語
句
（
１
）
か
ら
（
１４
）
に
取
り
上
げ
た
言
語
事
象
以
外
に
も
、
現
代
の
徳
島
言
葉
と
の
関
連
を
見
出
せ
た
り
、
江
戸
時
代
の
徳
島
言
葉
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
参
考
と
な
る
語
句
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
に
挙
例
す
る
。
《
エ
ガ
ミ
》（
名
詞
）「
ゆ
が
む
こ
と
」
の
意
。
キ
ヨ
ク
チ
ヨ
ク
・
曲
直
ヱ
カ
ミ
マ
ツ
ス
ク
（
１１
ウ
３
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
に
は
、「
イ
ガ
ム
【
動
マ
五
】
歪
む
、
曲
る
（
北
方
）」、
「
エ
ガ
ム
（
南
方
）」
と
あ
る
。
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
で
は
「
エ
ガ
ム
﹇
歪
む
﹈
曲
が
る
。
一
般
に
は
イ
ガ
ム
と
言
う
。（
稀
）」
と
さ
れ
る
。
地
蔵
寺
は
、
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
の
言
う
「
南
方
（〈
う
わ
て
〉
と
〈
海
部
〉
を
合
わ
せ
る
）」
に
位
置
し
て
い
る
。
《
オ
ヘ
ツ
》（
名
詞
）「
人
に
へ
つ
ら
う
こ
と
」「
お
べ
っ
か
」
の
意
。
ヲ
モ
ネ
ル
・
阿
私
ヲ
ヘ
ツ
ヲ
イ
ワ
ス
（
１２
オ
３
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
で
は
、「
オ
ヘ
ツ
お
べ
っ
か
を
い
う
も
の
阿
諛
」
へ
つ
ら
と
し
、
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
は
「
オ
ヘ
ツ
﹇
諂
い
﹈
お
べ
っ
か
。
追
従
。
お
べ
ん
ち
ゃ
ら
。
オ
ア
イ
ソ
・
オ
チ
ョ
ー
バ
イ
と
も
言
う
。（
稀
）」と
さ
れ
る
。
『
阿
波
希
ん
奴
』
に
は
「
お
へ
つ＝
つ
い
し
よ
う
ト
同
シ
。
お
へ
つ
こ
く
ト
ハ
つ
い
し
よ
う
云
ふ
を
云
」
と
あ
る
。
《
カ
イ
》（
名
詞
）「
粥
（
か
ゆ
）」
の
意
。
・
粥
ウ
ス
キ
カ
イ
ナ
リ
（
１４
オ
４
）
・
糜
ビ
カ
イ
ナ
リ
（
１４
オ
５
）
か
ゆ
＊
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
に
は
「
カ
イ
粥
。
普
通
に
は
オ
カ
イ
ま
た
は
オ
カ
イ
サ
ン
と
言
う
。（
共
）」
と
あ
る
。
《
カ
カ
リ
モ
ノ
》（
名
詞
）「
租
税
」
の
意
。
・
布
ハ
家
ノ
カ
ヽ
リ
者
（
１２
ウ
３
）
＊
平
山
輝
男
他
（
一
九
九
二
）
に
よ
れ
ば
、
寄
付
・
税
金
の
意
味
で
「
カ
カ
リ
モ
ン
」
の
語
形
が
大
阪
に
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
古
い
語
と
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
に
よ
れ
ば
、「
カ
カ
リ
モ
ノ
」
の
早
い
例
が
一
五
世
紀
の
『
漢
書
列
伝
竺
桃
抄
』
に
見
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
《
カ
ラ
ツ
ヤ
》（
名
詞
）「
瀬
戸
物
屋
」
の
意
。
・
陶
ハ
ス
ヱ
モ
ノ
ヅ
ク
リ
今
云
カ
ラ
ツ
ヤ
ナ
リ
（
１５
ウ
２
）
＊
「
カ
ラ
ツ
ヤ
」
に
つ
い
て
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
に
は
「
陶
器
を
売
る
人
、
ま
た
、
そ
の
店
。
瀬
戸
物
屋
。
主
と
し
て
関
西
地
方
で
い
う
」
と
さ
れ
る
。
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
に
は
「
カ
ラ
ツ
陶
器
の
汎
称
」
と
さ
れ
、
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
で
は
「
カ
ラ
ツ
モ
ン
﹇
唐
津
物
﹈
磁
器
。
カ
ラ
ツ
・
セ
ト
モ
ン
と
も
称
す
。（
絶
）」
と
さ
れ
る
。
仙
波
光
明
他
（
二
〇
〇
二
）
の
「
せ
と
も
の
」
の
項
目
に
よ
れ
ば
、「
せ
と
も
の
」
を
表
す
「
カ
ラ
ツ
（
カ
ラ
ツ
モ
ン
）」
が
徳
島
県
下
に
広
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
《
キ
リ
モ
ノ
》（
名
詞
）「
着
物
・
衣
服
」
の
意
。
キ
リ
モ
ノ
ア
タ
ヽ
カ
・
輕
煖
カ
ル
キ
ヌ
ク
キ
（
５
ウ
１２
）
・
衣
衾
ハ
キ
リ
者
…
（
９
ウ
４
）
・
褐
ア
シ
キ
キ
リ
モ
ノ
ヲ
キ
ル
男
（
１０
オ
１５
）
・
寛
ユ
タ
カ
ナ
キ
リ
モ
ノ
キ
ル
男
（
１０
オ
１５
）
・
齊
疏
服
ヌ
ノ
ノ
キ
リ
者
也
（
１４
オ
４
）
・
褐
タ
フ
ノ
キ
リ
者
（
１５
オ
１３
）
地方語史研究資料として見た学習記録 ――臨江山地蔵寺蔵『孟子聞録』を例として――
―２３３―
フ
ク
・
青
紘
キ
リ
物
ヲ
云
（
１６
ウ
２
）
・
副
キ
キ
リ
モ
ノ
ノ
名
（
１６
ウ
３
）
・
黼
黻
ホ
フ
ツ
文
章
ハ
皆
キ
リ
物
ノ
名
（
１６
ウ
４
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
に
、「
キ
リ
モ
ノ
着
物
」
と
あ
り
、「
キ
リ
モ
ン
」
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ
る
。『
阿
波
希
ん
奴
』
に
は
「
き
り
も
の＝
き
り
も
ん
、
き
も
の
、
き
も
ん
、
ベ
ヽ
ナ
ド
並
用
ス
。
着
物
。
乃
チ
衣
服
ヲ
云
フ
。
…
」
と
あ
る
。
《
キ
レ
モ
ノ
》（
名
詞
）「
武
器
・
刃
物
」
の
意
。
・
兵
キ
レ
者
（
３
ウ
３
）
・
利
兵
ハ
キ
レ
モ
ノ
（
４
オ
７
）
カ
フ
ヘ
イ
・
ヨ
ロ
イ
甲
兵
キ
レ
モ
ノ
（
１２
オ
７
）
＊
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
に
「
キ
レ
モ
ン
﹇
切
れ
物
﹈
刃
物
」
と
あ
る
。
《
ソ
ー
レ
ン
ヤ
》（
名
詞
）「
葬
儀
屋
」
の
意
。
・
匠
ソ
フ
レ
ン
ヤ
（
１２
ウ
５
）
＊
『
孟
子
』
本
文
の
「
矢
人
豈
不
二
―
仁
於
函
人
一
哉
。
矢
人
唯
恐
不
レ
傷
レ
人
、
函
人
唯
恐
傷
レ
人
。
巫
匠
亦
然
」（
公
孫
丑
章
句
上
・
七
章
・
一
一
三
頁
）
の
「
匠
」
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。
朱
熹
註
に
は
「
匠
者
、
作
二
―
爲
棺
椁
一
利
二
人
之
死
一
」
と
あ
り
、「
匠
」
は
「
棺
桶
を
作
る
人
」
の
意
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
平
山
輝
男
他
（
一
九
九
二
）
に
よ
れ
ば
、
葬
式
の
意
味
の
「
ソ
ー
レ
ン
」
が
京
都
・
大
阪
・
岸
和
田
・
兵
庫
・
香
川
等
に
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
徳
島
は
挙
げ
ら
れ
な
い
。
金
沢
治
（
一
九
七
六
）、
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
に
よ
れ
ば
、
徳
島
で
も
、「
ソ
ー
レ
ン
バ
ナ
（
彼
岸
花
・
曼
珠
沙
華
）」「
ソ
ー
レ
ン
ジ
ド
ー
シ
ャ
（
霊
柩
車
）」「
ソ
ー
レ
ン
チ
ョ
ー
（
葬
式
に
使
う
帳
）」
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
葬
儀
屋
の
意
味
で
「
ソ
ー
レ
ン
ヤ
」
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
《
タ
ク
バ
エ
》（
名
詞
）「
蓄
え
」
の
意
。
↓
《
タ
ク
ボ
ー
ル
》（
動
詞
）
参
照
。
チ
ヨ
チ
ク
・
儲
蓄
タ
ク
バ
ヱ
也
（
１５
オ
１０
）
《
ヒ
ー
マ
ゴ
》（
名
詞
）
・
曾
孫
ヒ
イ
マ
コ
ナ
リ
（
８
オ
１３
）〈
ヒ
マ
ゴ
↓
ヒ
ー
マ
ゴ
〉
《
マ
ヒ
ゲ
》（
名
詞
）「
眉
毛
」
の
意
。
・
盻
ゲ
イ
マ
ヒ
ゲ
ニ
シ
ハ
ヲ
ヨ
セ
テ
恨
ナ
リ
（
１４
ウ
６
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
に
は
「
マ
ヒ
ゲ
」「
マ
イ
ゲ
」
の
二
形
が
載
せ
ら
れ
る
。
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
で
は
「
マ
イ
ゲ
」
を
載
せ
、「
稀
（
一
般
に
は
普
及
し
て
い
な
い
方
言
）」、「
絶
（
殆
ど
絶
え
て
し
ま
っ
た
方
言
。
大
方
は
戦
後
に
絶
え
た
）」
と
注
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
仙
波
光
明
他
（
二
〇
〇
二
）
に
よ
れ
ば
、
現
代
で
も
「
マ
イ
ゲ
、
マ
イ
、
マ
ヒ
ゲ
、
マ
イ
ヒ
ゲ
」
の
語
形
が
徳
島
市
か
ら
美
波
町
に
か
け
て
の
沿
岸
部
や
、
神
山
町
・
池
田
町
な
ど
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
《
メ
ン
》（
名
詞
）「
雌
」
の
意
。
・
メ
ン
ブ
タ
（
３
ウ
２
）
め
す
＊
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
に
は
「
メ
ン
雌
。
牝
。（
メ
ン
タ
よ
り
丁
寧
）」
と
あ
る
。『
阿
波
希
ん
奴
』
に
は
「
雌
ナ
リ
。
又
雄
ヲ
を
ん
。」
と
あ
る
。
《
オ
ー
ド
ー
ス
ル
》（
動
詞
）「
横
着
す
る
」
の
意
。
・
慢
ト
ハ
ヲ
ヽ
ト
ヲ
ス
ル
コ
ト
（
１４
ウ
１５
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
に
は
「
オ
ー
ド
ー
横
着
念
を
い
れ
ず
に
ず
る
い
仕
事
を
す
る
。
粗
略
」
と
さ
れ
る
。
《
カ
ゲ
ル
》（
動
詞
）「
欠
け
る
」
意
。
カ
ゲ
・
虧
キ
（
１１
オ
１
）（「
キ
」
は
字
音
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
に
は
「
カ
グ
【
動
五
】
欠
く
欠
ガ
欠
ギ
欠
グ
欠
ゲ
バ
欠
ゴ
ウ
と
活
用
は
す
る
が
な
く
な
る
、
失
う
と
い
う
意
味
に
は
用
い
な
い
で
一
端
が
こ
わ
れ
る
と
い
う
時
だ
け
に
用
い
る
」
と
さ
れ
、
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
で
は
、「
カ
グ
﹇
欠
く
﹈
一
部
を
割
っ
て
の
け
る
。
野
菜
の
葉
や
芽
・
果
実
な
ど
を

ぎ
取
る
」
と
さ
れ
る
。
現
代
徳
島
言
葉
で
は
、
他
動
詞
「
カ
グ
」、
自
動
詞
「
カ
ゲ
ル
」
が
用
い
ら
れ
る
。
《
カ
ミ
ワ
ケ
ル
》（
動
詞
）「
判
断
す
る
」「
理
解
す
る
」
の
意
。
・
知
言
ト
ハ
物
ノ
格
知
ノ
至
リ
凡
ソ
天
下
ノ
言
ヲ
イ
ヒ
テ
物
理
ヨ
ク
是
非
ヲ
カ
ミ
ワ
ケ
シ
原 卓 志
―２３４―
ル
コ
ト
（
１０
ウ
９
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
に
は
「
カ
ミ
ワ
ケ
事
の
判
断
理
解
」
と
記
載
さ
れ
る
。
《
シ
ュ
ム
》（
動
詞
）「
染
み
る
」
の
意
。
・
洽
シ
ユ
ミ
ワ
タ
ラ
ヌ
コ
ト
（
１０
オ
９
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
は
「
シ
ュ
ム
【
動
ア
五
】
上
郡
シ
ュ
ム
滲
み
る
染
ま
る
」
と
し
、
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
で
は
「
シ
ュ
ム
滲
み
る
。
シ
ュ
ン
ダ
↓
滲
み
た
」
と
す
る
。
《
タ
ク
ボ
ー
ル
》（
動
詞
）「
蓄
え
る
」
意
。
・
含
蓄
フ
ク
ミ
タ
ク
ボ
オ
ル
（
１
ウ
７
）
た
く
は
＊
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
は
、「
タ
ク
バ
ウ
﹇
蓄
ふ
﹈
蓄
え
る
。
貪
欲
に
蓄
え
て
隠
し
て
置
く
意
あ
り
」と
さ
れ
、「
タ
ク
ボ
ー
ト
ク
↓
蓄
え
て
隠
し
て
お
く
」
の
例
を
挙
げ
る
。
《
ツ
ガ
ネ
ル
》（
動
詞
）「
束
ね
る
」
の
意
。
・
束
ツ
ガ
ネ
（
３
ウ
１１
）
＊
「
ツ
カ
ネ
ル
（
ツ
カ
ヌ
）」
は
、『
万
葉
集
』
以
来
の
文
献
に
も
見
ら
れ
る
が
、
語
中
の
無
声
子
音
が
有
声
化
し
た
「
ツ
ガ
ネ
ル
」
は
『
改
正
増
補
和
英
語
林
集
成
』（
明
治
十
九
年
）
に
「
ワ
ラ
ヲ
ツ
ガ
ネ
ル
」
の
例
が
見
ら
れ
る
。
《
ハ
ッ
ト
ー
ス
ル
》（
動
詞
）「
通
行
を
妨
げ
る
」「
通
せ
ん
ぼ
す
る
」
の
意
。
・
要
ト
ハ
ハ
ツ
ト
フ
シ
テ
（
１２
ウ
１３
）
＊
被
注
語
の
「
要
」
は
、『
孟
子
』
本
文
「（
孟
仲
子
）
使
三
數
人
要
二
於
路
一
曰
」
（
公
孫
丑
章
句
下
・
二
章
・
一
二
四
頁
）
に
対
す
る
朱
熹
註
「
又
使
三
人
要
二
孟
子
一
」
の
「
要
」
で
あ
る
。
帰
っ
て
く
る
孟
子
を
道
の
途
中
で
待
ち
受
け
さ
せ
る
と
い
う
文
意
で
あ
る
。
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
に
は
「
ハ
ッ
ト
ー
昔
の
「
法
度
」
か
ら
起
っ
た
語
「
通
行
禁
止
」
の
こ
と
」
と
記
載
さ
れ
る
。
こ
こ
に
用
い
ら
れ
た
「
ハ
ッ
ト
ー
ス
ル
」
は
、「（
孟
子
を
待
ち
受
け
る
た
め
に
）
通
せ
ん
ぼ
す
る
（
通
行
を
妨
げ
る
）」
の
意
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
《
ヘ
ス
バ
ル
》（
動
詞
）「
ひ
か
ら
び
て
小
さ
く
な
る
」「
乾
い
て
縮
む
」「
ひ
か
ら
び
る
」
の
意
。
タ
イ
・
上
ノ
コ
ト
義
カ
体
ニ
充
時
ハ
ハ
ラ
ガ
ヘ
ス
バ
ツ
テ
飢
ル
ヨ
フ
ナ
（
１１
オ
７
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
で
は
「
ヘ
ス
バ
ル
【
動
五
】
ひ
か
ら
び
て
皺
く
ち
ゃ
に
な
る
こ
と
、一
旦
ふ
く
ら
ん
で
い
た
も
の
が
ひ
か
ら
び
て
し
ま
う
こ
と
」と
し
、
「
ヘ
ソ
バ
ル
」
を
合
わ
せ
て
挙
げ
て
い
る
。
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
は
「
ヘ
ス
バ
ル
ヘ
ソ
バ
ル
に
同
じ
。
麻
植
郡
で
言
う
。（
稀
。
や
や
卑
）」、「
ヘ
ソ
バ
ふ
く
し
ぼ
ル
膨
れ
て
い
た
物
が
萎
む
。
麻
植
郡
で
は
ヘ
ス
バ
ル
、
三
好
郡
で
は
ヒ
ス
バ
ル
と
言
う
。（
や
や
卑
）」
と
さ
れ
る
。『
阿
波
希
ん
奴
』
に
は
「
へ
そ
ば
る
」
の
語
形
で
記
載
さ
れ
る
。
《
マ
ゼ
ル
》（
動
詞
・
自
動
詞
）「
混
ざ
る
」「
混
じ
る
」
の
意
。
・
醇
ハ
ヒ
タ
ス
ラ
ニ
シ
テ
マ
ゼ
リ
無
（
１
ウ
１
）
＊
現
代
の
徳
島
言
葉
で
は
、
他
動
詞
・
自
動
詞
と
も
に
「
マ
ゼ
ル
」
が
用
い
ら
れ
る
。
《
ム
ザ
ボ
ル
》（
動
詞
）「
貪
る
」
の
意
。
ウ
ユ
ル
コ
ト
・
ヲ
チ
イ
ル
コ
ト
カ
ン
ム
ザ
ボ
ル
（
１１
オ
１
）
＊
語
中
の
無
声
子
音
が
有
声
化
し
た
例
と
見
た
が
、
誤
写
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
《
モ
ツ
ウ
》（
動
詞
）「
か
が
る
」
の
意
。
・
緝
モ
ツ
ハ
ヌ
（
１４
オ
５
）
か
が
＊
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
に
「
モ
ツ
ウ
縢
る
。
布
切
れ
を
当
て
ず
に
糸
だ
け
で
縫
い
繕
う
」と
あ
る
。
徳
島
言
葉
と
し
て
、「
マ
ツ
ウ
」が
あ
り
、「
モ
ツ
ウ
」
は
「
ア
↓
オ
」
の
母
音
交
替
の
例
で
あ
ろ
う
。「
マ
ツ
ウ
」
は
、
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
に
「
衣
類
な
ど
を
繕
う
こ
と
」
と
し
、
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
で
は
「
布
の
端
を
裏
へ
二
回
折
り
込
み
、
そ
の
端
を
縫
い
糸
が
巻
く
よ
う
に
、
表
で
は
縫
い
糸
が
目
立
た
な
い
よ
う
に
縫
い
付
け
る
。
ま
つ
り
縫
い
す
る
」
と
す
る
。
《
オ
ト
ロ
シ
イ
》（
形
容
詞
）「
恐
ろ
し
い
」
の
意
。
・
ヲ
ト
ロ
シ
ヒ
ヲ
ソ
ル
ヽ
皃
ツ
ラ
ヽ
ヽ
角
ヲ
タ
レ
テ
行
ヲ
見
ム
ゴ
オ
シ
テ
タ
ス
ケ
羊
ヲ
ヤ
ル
（
４
ウ
９
）
地方語史研究資料として見た学習記録 ――臨江山地蔵寺蔵『孟子聞録』を例として――
―２３５―
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）、
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
と
も
に
記
載
さ
れ
、『
阿
波
希
ん
奴
』
に
も
「
お
と
ろ
し
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
《
タ
ケ
ダ
ケ
シ
イ
》（
形
容
詞
）「
急
峻
な
さ
ま
」
の
意
。
・
險
阻
ト
ハ
タ
ケ
タ
ケ
シ
イ
所
（
１２
ウ
１０
）
＊
「
タ
ケ
ダ
ケ
シ
」
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
に
「
気
性
・
行
動
な
ど
が
、
た
い
そ
う
い
さ
ま
し
く
強
い
。
ひ
じ
ょ
う
に
勇
猛
で
あ
る
。
気
性
・
行
動
な
ど
が
荒
々
し
く
激
し
い
」「
悪
事
を
す
る
こ
と
に
対
す
る
反
省
心
な
ど
も
も
ち
あ
わ
せ
な
い
で
平
気
で
あ
る
。
ず
う
ず
う
し
い
。
し
ぶ
と
い
。
ず
ぶ
と
い
」
と
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
の
性
格
や
行
動
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
形
容
詞
で
あ
る
。
現
代
の
徳
島
言
葉
で
も
人
の
性
格
や
行
動
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
被
注
語
の
「
險
阻
」
は
、『
孟
子
』
本
文
「
天
時
不
レ
如
二
地
利
一
」（
公
孫
丑
章
句
下
・
一
章
・
一
二
一
頁
）
に
対
す
る
朱
熹
註
「
地
利
、
險
阻
城
池
之
固
也
」
の
「
險
阻
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
注
の
「
タ
ケ
ダ
ケ
シ
イ
」
は
、「
地
勢
の
険
し
い
こ
と
、
急
峻
な
こ
と
」
を
表
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
「
地
勢
の
険
し
い
こ
と
、
急
峻
な
こ
と
」
を
表
す
場
合
に
も
「
タ
ケ
ダ
ケ
シ
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
《
セ
コ
シ
》（
形
容
詞
）「
苦
し
い
」
の
意
。
・
畦
夏
ク
サ
ト
ル
ヨ
リ
セ
コ
シ
（
１７
オ
１
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
は
「
セ
コ
イ
【
形
】

疲
れ
た
さ
ま
今
日
ノ
帰
リ
ハ
向
イ
風
デ
セ
コ
カ
ッ
タ
。

つ
ま
ら
ぬ
、
徒
労
の
さ
ま
一
日
中
カ
カ
ッ
テ
一
枚
モ
売
レ
ン
ノ
デ
セ
コ
カ
ッ
タ

馬
鹿
を
み
た
さ
ま
一
寸
チ
ガ
イ
デ
二
等
ト
ハ
セ
コ
イ
ヤ
ツ
ジ
ャ

息
苦
し
い
さ
ま
イ
キ
ガ
セ
コ
イ

辛
抱
な
ら
ぬ
さ
ま
二
年
浪
人
ハ
セ
コ
イ
ノ
ー

芸
能
界
な
ど
で
伴
奏
が
悪
い
た
め
に
歌
い
に
く
い
と
き
」
と
さ
れ
、
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
は
「
セ
コ
イ
肉
体
的
・
精
神
的
に
苦
し
い
。

負
担
が
重
す
ぎ
る
。

息
が
苦
し
い
。

腹
な
ど
が
痛
い
。
ク
ワ
ル
と
も
言
う
。

生
活
が
苦
し
い
。（
香
川
県
西
讃
〜
愛
媛
県
東
予
・
中
予
も
同
じ
。香
川
県
・
愛
媛
県
南
予
で
は
ず
る
い
意
。関
東
で
は
、
ス
ケ
ー
ル
み
み
っ
ち
い
・
規
模
が
小
さ
い
な
ど
の
意
。
…
）」
と
す
る
。『
阿
波
希
ん
奴
』
に
は
「
せ
こ
い＝
山
坂
ナ
ド
ヲ
昇
リ
テ
気
ノ
ア
ヘ
グ
ヲ
―
―
ト
云
フ
」
と
記
述
さ
れ
る
。
《
タ
ス
イ
・
ダ
ス
イ
》（
形
容
詞
）「
つ
ま
ら
な
い
」
の
意
。
・
ク
ワ
イ
ハ
タ
ス
イ
人
名
也
（
８
ウ
１３
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
に
は
「
タ
ッ
ス
イ
【
形
】
馬
鹿
ら
し
い
タ
ス
イ
に
同
じ
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、「
ダ
ス
イ
【
形
】

締
り
方
が
ゆ
る
い
こ
と

馬
鹿
げ
た
形

あ
ほ
う
ら
し
い

て
ん
で
問
題
に
な
ら
ぬ

力
を
入
れ
て
す
る
気
に
な
ら
ぬ
こ
と
張
合
が
な
い
」
と
あ
る
。
金
沢
治
（
一
九
六
一
）
で
は
「
タ
ス
イ
馬
鹿
ら
し
い
タ
ス
イ
コ
ト
ユ
ウ
ナ
ー
（
馬
鹿
な
こ
と
を
、
言
う
な
）」（
五
九
頁
）
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
は
な
る
（
マ
マ
）
「
タ
ッ
ス
イ
」
と
と
も
に
「
ダ
ス
イ
﹇
緩
い
﹈
ダ
ス
コ
イ
と
も
言
う
。

結
び
目
や
巻
き
つ
け
た
物
、
嵌
ま
っ
た
所
な
ど
が
緩
い
。
ダ
ス
ダ
ス
は
そ
の
状
態
。

馬
鹿
。
間
抜
け
。

容
易
す
ぎ
て
つ
ま
ら
な
い
。
…
」
と
さ
れ
る
。
本
例
が
「
タ
ッ
ス
イ
」「
タ
ス
イ
」「
ダ
ス
イ
」
の
い
ず
れ
に
当
た
る
か
判
定
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
現
代
の
徳
島
言
葉
に
通
じ
る
例
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
《
ト
ロ
イ
》（
形
容
詞
）「
に
ぶ
い
、
愚
鈍
な
」
の
意
。
・
魯
ハ
人
ノ
ト
ロ
イ
コ
ト
（
１
ウ
２
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
は
「
ト
ロ
イ
【
形
】
に
ぶ
い
愚
鈍
な
」、
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
は
「
ト
ロ
イ
気
が
つ
か
な
い
。
気
が
き
か
な
い
。
愚
鈍
な
。
気
力
が
な
い
。
動
作
や
思
考
や
勘
が
鈍
い
。
…
」
と
す
る
。『
阿
波
希
ん
奴
』
に
「
と
ろ
い＝
疎
イ
ト
同
し
」
と
あ
る
。
《
ナ
ガ
ー
ニ
》（
形
容
詞
＋
に
）「
長
く
」
の
意
。
・
諾
ダ
ク
ス
ル
ト
ハ
ナ
ガ
ア
ニ
ヘ
ン
ジ
ヲ
ス
ル
コ
ト
（
１２
ウ
１３
）
＊
「
長
く
返
事
を
す
る
こ
と
」
の
意
味
。
現
代
の
徳
島
言
葉
で
は
、
形
容
詞
の
語
幹
末
が
ア
段
音
の
場
合
、
例
え
ば
「（
赤
）
ア
カ
イ
」「（
長
）
ナ
ガ
イ
」
の
未
然
形
・
連
用
形
は
「
ア
コ
ー
（
ナ
イ
／
ナ
ル
）」「
ナ
ゴ
ー
（
ナ
イ
／
ナ
ル
）」
の
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、〈
下
郡
・
う
わ
て
〉
を
中
心
に
「
ア
カ
ー
（
ナ
イ
／
ナ
ル
）」「
ナ
ガ
ー
（
ナ
イ
／
ナ
ル
）」
の
形
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
形
容
詞
が
原 卓 志
―２３６―
動
詞
に
接
続
す
る
場
合
に
「
ニ
（
ン
）」
を
介
し
て
「
ア
コ
ー
ニ
（
ナ
ル
）」「
ア
コ
ー
ン
（
ナ
ル
）」
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
あ
る
。
本
例
は
、
こ
れ
ら
と
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
《
ヌ
ク
イ
》（
形
容
詞
）「
暖
（
温
）
か
い
」
の
意
。
キ
リ
モ
ノ
ア
タ
ヽ
カ
・
輕
煖
カ
ル
キ
ヌ
ク
キ
（
５
ウ
１２
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）、
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
と
も
に
記
載
さ
れ
る
。
《
エ
ー
》（
副
詞
）
否
定
語
を
伴
っ
て
不
可
能
の
意
を
表
す
。
・
苗
ト
民
ト
ノ
ツ
ク
從
テ
ク
ル
ノ
ヱ
ヽ
フ
サ
カ
ン
苗
雨
テ
ヲ
キ
ル
ノ
ヲ
孰
モ
ヱ
ヽ
フ
サ
ガ
ン
（
４
ウ
２
）
・
不
ル
ハ二
王
タ
ラ一
道
セ
ン
也
非
三
不
二
ハ能
一
ヱ
ヽ
セ
ン
ノ
テ
ナ
イ
（
５
オ
１１
）
・
難
シ二
擧
ト
ハ一
ヲ
モ
タ
シ
□
ヱ
ヽ
ア
ケ
ン
（
５
オ
１１
）
・
不
ス
能
ヱ
ヽ
セ
ヌ
（
５
ウ
１
）
・
不
得
欲
ト
ハ
ヱ
ヽ
ヱ
ン
コ
ト
（
６
オ
６
）
・
此
レ
ハ
氣
ヲ
ヱ
ヱ
ヤ
シ
ナ
ワ
ン
ノ
也
（
１１
オ
７
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
で
は
「
ヨ
ー
【
副
】（
上
郡
）
可
能
を
示
す
副
詞
で
古
語
の
「
エ
」
が
発
祥
で
あ
る
。
下
郡
で
は
「
ケ
ッ
コ
」
と
い
い
、
山
分
で
は
「
エ
」
と
い
う
。
美
馬
・
三
好
で
は
ミ
ジ
ョ
ー
と
い
う
。「
ヨ
ー
行
く
」「
ヨ
ー
書
か
ん
」
（
徳
島
市
）、「
エ
ー
行
く
」「
エ
ー
書
か
ん
」「
ケ
ッ
コ
行
く
」「
ミ
ジ
ョ
行
く
」
（
ケ
ッ
コ
ミ
ジ
ョ
の
時
は
打
消
は
使
わ
ぬ
）」
と
さ
れ
る
。
ま
た
「
注
意
」
と
し
て
「
全
国
方
言
辞
典
で
は
ヨ
ー
の
項
に
「
打
消
を
伴
っ
て
不
可
能
の
意
を
表
わ
す
」
と
あ
る
が
当
地
方
で
は
必
ず
し
も
打
消
ば
か
り
で
は
な
い
」
と
さ
れ
る
。
本
資
料
に
見
ら
れ
る
「
エ
ー
」
は
、
七
例
と
も
否
定
語
を
伴
っ
て
不
可
能
の
意
味
を
表
し
て
い
る
。
鴨
島
小
学
校
旧
蔵
『
日
本
外
史
訓
蒙
』
墨
書
書
き
入
れ
注
釈
も
、
三
例
の
「
エ
ー
」
が
認
め
ら
れ
る
が
、
三
例
と
も
否
定
語
を
伴
っ
て
い
る
１１
。
《
ケ
ソ
ケ
ソ
》（
副
詞
）
語
義
未
詳
。
・
岡
壟
ハ
土
モ
ツ
テ
ケ
ソ
ケ
ソ
高
ド
ロ
山
ナ
リ
（
１３
ウ
６
）
＊
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
に
は
「
冷
遇
す
る
様
子
。
大
事
に
し
な
い
様
子
。
疎
略
に
扱
う
事
」
と
す
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
で
は
「
恥
じ
た
り
反
省
し
た
り
す
る
様
子
も
な
く
平
然
と
し
た
さ
ま
を
表
わ
す
語
」
と
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
本
資
料
の
注
釈
の
文
脈
に
は
合
わ
な
い
。
江
戸
時
代
の
徳
島
言
葉
と
し
て
、
現
代
で
は
用
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
独
特
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
《
ド
》（
副
詞
）「
ド
ウ
」
の
短
呼
。
﹇
短
呼
の
例
﹈
・
何
ド
シ
タ
ノ
ゾ
（
５
オ
１０
）
・
何
ソ
ヤ
ト
シ
タ
ノ
ソ
（
５
ウ
５
）
イ
ズ
ク
ン
ゾ
・
悪
ト
ハ
ト
シ
タ
ン
ゾ
（
７
ウ
９
）
・
奚
爲
ド
シ
タ
ン
ゾ
（
９
オ
１
）
イ
カ
ン
・
如
何
ト
ハ
ト
シ
タ
ン
ゾ
（
９
オ
６
）
・
…
ド
モ
ナ
ラ
ヌ
ナ
リ
（
１２
ウ
２
）
﹇
長
音
の
例
﹈
・
戟
ヲ
モ
ツ
家
來
二
三
反
行
列
ニ
ハ
ツ
レ
タ
ラ
ト
ヲ
ス
ル
（
１３
オ
３
）
・
浩
ト
ヲ
シ
テ
モ
ト
ヾ
マ
ラ
ヌ
（
１３
ウ
９
）
＊
副
詞
「
ド
ー
」
を
「
ド
」
と
短
呼
し
た
例
で
あ
る
。
現
代
の
徳
島
言
葉
で
も
よ
く
聞
か
れ
る
「
ド
シ
タ
ン
ゾ
」
や
「
ド
モ
ナ
ラ
ヌ
（
ン
）」
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
も
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
長
音
を
仮
名
で
表
し
た
例
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
ド
ー
ス
ル
」
は
、
現
代
で
も
短
呼
さ
れ
な
い
が
、「
ド
ー
シ
テ
モ
」
は
「
ド
シ
テ
モ
」
と
短
呼
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
《
ド
ナ
イ
ナ
》（
連
体
詞
）「
ど
ん
な
」「
ど
の
よ
う
な
」
の
意
。
・
何
ヲ
ト
ハ
ト
ナ
イ
ナ
モ
ノ
ヲ
浩
然
氣
ト
云
ソ
ト
問
（
１０
ウ
１２
）
《
キ
ヤ
キ
ヤ
ト
》（
副
詞
）「
ひ
や
ひ
や
す
る
さ
ま
」
の
意
。
・キ
ヤ
キ
ヤ
ト
ス
ル
コ
ト

イ
タ
ム
（
１２
ウ
４
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
で
は
「
キ
ヤ
キ
ヤ
【
副
】
胃
酸
過
多
ま
た
は
過
食
の
為
、
胃
に
重
圧
を
感
じ
る
こ
と
」
と
さ
れ
る
。
本
例
は
、『
孟
子
』
本
文
「
今
人
乍
見
二
孺
子
將
一
レ
入
二
於
井
一
、
皆
有
二

惻
隠
之
心
一
」（
公
孫
丑
章
句
上
・
六
章
・
一
一
一
頁
）
の
「

」
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
キ
ヤ
キ
ヤ
ト
ス
ル
」
が
「
胃
酸
過
多
…
」
と
い
う
意
味
に
当
た
る
と
は
考
え
に
くあぶ
い
。
こ
の
語
は
、
近
松
浄
瑠
璃
『
丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節
』
の
「
わ
し
や
危
地方語史研究資料として見た学習記録 ――臨江山地蔵寺蔵『孟子聞録』を例として――
―２３７―
なむ
な
う
て
、
き
や
す
る
。
南
無
地
蔵
様
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
一
六
四
頁
）な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、「
心
配
や
不
安
で
肝
を
冷
や
す
さ
ま
」「
ひ
や
ひ
や
す
る
さ
ま
」
を
表
す
副
詞
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
徳
島
言
葉
と
は
意
味
に
ず
れ
が
あ
る
。
《
ナ
ン
ゾ
》（
副
詞
）「
何
か
」
の
意
。
・
無
ハ
レ
ヤ
ム
コ
ト
以
ト
ハ
ゼ
ヒ
何
ソ
イ
ヘ
ト
イ
ヘ
ハ
…
（
４
ウ
５
）
＊
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
で
は
「
ナ
ン
ゾ

何
か
。
ナ
ン
ゾ
ナ
イ
デ
↓
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か
。

な
ん
だ
ろ
う
か
？
。
軽
く
聞
く
言
い
方
。（
卑
。
同
格
。
男
）

な
ん
だ
！
」
と
す
る
。
《
ヨ
ケ
》（
副
詞
）「
た
く
さ
ん
」
の
意
。
・
申
カ
サ
ヌ
ル
ト
ハ
六
ク
ゲ
イ
ノ
内
テ
ヨ
ケ
申
ル
孝
悌
此
二
字
（
６
ウ
３
）
＊
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
に
「
ヨ
ー
ケ
よ
り
多
く
。
ヨ
ケ
と
も
言
う
。
比
較
し
て
言
う
」
と
あ
る
。
《
ヨ
ウ
ナ
》（
助
動
詞
）
比
況
。
邑
ノ
庄
屋
ヨ
ヲ
ナ
者
・
長
タ
イ
将
（
８
オ
８
）
＊
現
代
の
徳
島
言
葉
で
、「
ヨ
ウ
ナ
」
が
名
詞
に
続
く
場
合
、
助
詞
「
の
」
を
介
さ
ず
、
直
接
に
付
く
こ
と
が
あ
る
。
《
イ
》（
格
助
詞
）
場
所
・
方
向
を
示
す
。
﹇「
イ
」
の
例
﹈
カ
ク
サ
ン
ハ
・
藏
ア
キ
ナ
イ
シ
イ
イ
入
テ
定
ト
云
（
６
オ
５
）
カ
レ
ハ
・
ム
コ
フ
イ
彼
（
７
ウ
８
）
﹇「
エ
」
の
例
﹈
・
就
テ
之
ニ
ソ
バ
ヱ
イ
テ
見
テ
モ
威
光
無
（
４
オ
１０
）
カ
ル
（
マ
マ
）
・
驅
ト
ハ
君
ヨ
リ
善
ヲ
ス
ル
方
ヘ
カ
リ
ヤ
ス
コ
ト
（
６
ウ
１
）
・
大
國
ハ
タ
ノ
シ
ミ
ニ
小
國
ヘ
事
（
７
ウ
５
）
・
…
里
布
ヲ
上
ヱ
上
ケ
ル
（
１２
ウ
３
）
・
朝
テ
イ
エ
ヤ
ル
（
１２
ウ
１３
）
・
溝
壑
井
ミ
ゾ
谷
ヤ
カ
イ
ヱ
ヲ
チ
コ
ム
（
１３
オ
４
）
・
來
ト
ハ
王
ノ
方
ヱ
ナ
ツ
ケ
來
ラ
ス
ナ
リ
（
１５
ウ
９
）
＊
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
で
は
「
…
イ
…
へ
。
置
く
・
入
れ
る
・
来
る
・
貼
る
な
ど
が
続
く
場
合
は
、
…
に
の
意
に
も
使
う
。
…
イ
有
ル
と
は
言
わ
な
い
。
…
」
と
さ
れ
る
。
《
イ
デ
》（
接
続
助
詞
）「
…
（
し
）
な
い
で
」
の
意
。
・
天
ノ
作
セ
ル
可
違
ト
ハ
天
ヒ
テ
リ
旱
ニ
テ
水
出
来
イ
テ
モ
平
生
木
ヲ
ノ
バ
セ
ハ
ワ
サ
ワ
ヒ
サ
ル
ベ
シ
（
１２
ウ
１
）
・
急
ト
ハ
ソ
ノ
ヨ
ヲ
ニ
君
ヲ
求
ル
ノ
ヲ
イ
ソ
カ
イ
デ
モ
ヨ
カ
ラ
ン
（
１６
オ
１３
）
＊
「
イ
デ
」
は
、
早
く
『
梁
塵
秘
抄
』
に
見
ら
れ
、
中
世
末
か
ら
近
世
に
か
け
て
そ
の
例
が
拾
わ
れ
る
。
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
に
は
「
…
な
い
で
。
…
ン
デ
と
も
言
う
」
と
す
る
。
《
サ
ヤ
》（
副
助
詞
）
程
度
の
類
推
。
・
管
仲
サ
ヤ
メ
サ
ヌ
ノ
ニ
孟
子
ヨ
ン
ダ
ト
テ
イ
ク
者
カ
ト
云
（
１３
オ
１
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
で
は
「
サ
ヤ
【
助
、
副
助
詞
】
何
々
す
ら
、
僅
か
の
も
の
を
あ
げ
て
大
き
い
も
の
を
類
推
さ
せ
る
も
の
知
事
デ
サ
ヤ
オ
ジ
ギ
ニ
ク
ル
」
と
さ
れ
る
。
《
ヤ
・
ヤ
カ
イ
》（
副
助
詞
）
コ
ト
ソ
・
ワ
タ
シ
ヤ
（
６
ウ
７
）
・
何
言
也
ト
ハ
ナ
ン
ノ
ワ
シ
ヤ
聖
人
デ
ナ
イ
（
１１
ウ
１０
）
・
力
ラ
ハ
キ
リ
ヤ
イ
ヤ
カ
イ
ノ
力
ナ
リ
（
１２
オ
７
）
・
溝
壑
井
ミ
ゾ
谷
ヤ
カ
イ
ヱ
ヲ
チ
コ
ム
（
１３
オ
４
）
・
所
カ
一
萬
ヤ
カ
イ
デ
居
ン
（
１３
ウ
４
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
は
、
並
列
例
示
の
「
ヤ
」
と
副
助
詞
な
ど
の
「
ヤ
」
の
二
項
目
を
立
て
て
、「
ヤ
【
助
】
並
列
例
示
ウ
チ
ニ
ヤ
ソ
ン
ナ
大
金
ア
ル
カ
ダ
〔
俺
の
家
な
ど
に
そ
ん
な
大
金
が
あ
る
も
の
か
―
な
い
〕
オ
ヤ
ジ
ヤ
ワ
カ
ル
モ
ン
カ〔
親
父
な
ど
に
理
解
し
て
く
れ
る
気
が
あ
ろ
う
か
、
な
い
〕」
「
ヤ
【
助
】
副
助
詞
な
ど
雨
ヤ
フ
ル
カ
ダ
（
上
郡
、
や
や
卑
）〔
雨
な
ど
降
る
も
の
か
〕
ナ
ン
ニ
ヤ
カ
イ
〔
何
や
か
や
〕」
と
説
明
す
る
。
ま
た
、「
ヤ
カ
（
マ
マ
）
イ
」
に
つ
い
て
は
、「
ヤ
カ
シ
・
ヤ
カ
イ
・
ヤ
コ
シ
・
ヤ
コ
イ
・
ヤ
コ
シ
【
助
】
原 卓 志
―２３８―

例
示
列
挙
何
ニ
ャ
カ
シ
何
ニ
ャ
カ
イ
何
ニ
ャ
コ
イ

複
数
を
あ
ら
わ
す
何
ニ
ャ
コ
シ
モ
ロ
テ
キ
タ
〔
何
や
か
や
沢
山
貰
っ
て
来
た
〕」
と
説
明
ら
す
る
。
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
で
は
「
…
ヤ

…
等
。
…
達
。
単
数
で
も
言
う
。
ワ
イ
ヤ
・
オ
マ
イ
ヤ
・
オ
マ
ハ
ン
ヤ
・
ア
レ
ヤ
・
コ
レ
ヤ
・
ア
イ
ツ
ヤ
な
ど
な
ど
。
…
ラ
ほ
ど
は
不
敬
で
な
い
。

…
等
。
…
な
ど
と
。
…
な
ど
は
。
…
な
ん
か
。
オ
マ
イ
ヤ
ニ
ワ
カ
ル
カ
・
ゼ
ニ
ヤ
モ
ッ
ト
ラ
ン
・
ア
カ
ン
ヤ
ユ
ー
テ
な
ど
。

…
は
。
ワ
イ
ヤ
↓
私
は
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
上
野
智
子
（
一
九
八
四
）
で
は
、
徳
島
県
下
に
お
い
て
、「
ヤ
カ
・
ヤ
カ
シ
・
ヤ
カ
イ
」
の
「
ヤ
カ
類
」
が
東
部
の
沿
岸
地
域
に
分
布
し
、「
ヤ
コ
シ
・
ヤ
コ
イ
」
の
「
ヤ
コ
類
」
が
西
部
の
山
間
地
域
に
分
布
す
る
と
さ
れ
る
。
《
ゾ
イ
ナ
》（
終
助
詞
）
孟
子
ノ
言
・
何
言
ト
ハ
ナ
ニ
ユ
ウ
ゾ
イ
ナ
ト
云
コ
ト
（
１１
ウ
１０
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
で
は
「
ゾ
イ
ナ
ア
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、「
用
事
ッ
テ
何
ゾ
イ
ナ
ア
疑
問
の
形
で
返
事
し
て
和
か
に
う
け
と
め
る
明
日
モ
オ
天
気
ゾ
イ
ナ
ア
同
感
を
求
め
て
や
わ
ら
か
に
よ
び
か
け
る
」
と
さ
れ
る
。
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
で
は
、「
…
ゾ
イ
ナ
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、「
…
だ
ろ
う
か
。
主
に
、
い
つ
・
ど
こ
・
だ
れ
・
な
に
・
な
ん
・
な
ん
し
に
な
ど
疑
問
詞
に
続
く
。
ダ
レ
ン
ゾ
イ
ナ
↓
誰
の
だ
ろ
う
か
。
ナ
ン
シ
ヨ
ン
ゾ
イ
ナ
↓
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ド
ナ
イ
シ
ヨ
ン
ゾ
イ
ナ
↓
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。」
と
記
述
さ
れ
る
。『
孟
子
』
本
文
で
は
、
弟
子
の
公
孫
丑
の
「
然
則
夫
子
既
聖
矣
乎
。（
先
生
は
既
に
聖
人
の
域
に
達
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
）」（
公
孫
丑
章
句
上
・
二
章
・
九
九
頁
）
と
い
う
問
い
か
け
に
対
す
る
孟
子
の
返
事
、「
悪
、
是
何
言
也
。（
あ
あ
、
こ
れ
は
、
何
と
い
う
こ
と
を
言
う
の
か
）」
に
当
た
る
。
疑
問
の
形
で
、
軽
く
相
手
を
難
詰
す
る
よ
う
な
発
言
で
あ
る
。
《
ブ
チ
》（
接
頭
辞
）
・
舎
是
ト
ハ
先
ツ
コ
ノ
コ
ト
バ
ブ
チ
ヲ
ケ
ト
云
コ
ト
ト
ハ
孟
子
數
子
ヨ
リ
ハ
徳
コ
ヘ
テ
居
ル
ト
思
テ
ナ
リ
（
１１
ウ
１４
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
は
「
ブ
チ
【
接
頭
語
】
強
め
る
意
あ
り
」
と
し
、「
ブ
チ
コ
ケ
ル
倒
れ
る
、
ブ
チ
マ
ー
ス
撲
る
、
ブ
チ
マ
ク
撒
く
」
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
も
「
強
調
す
る
接
頭
語
」
と
し
、「
ブ
チ
当
テ
ル
・
ブ
チ
当
タ
ル
・
ブ
チ
切
ル
・
ブ
チ
切
レ
ル
・
ブ
チ
ク
ラ
ス
・
ブ
チ
コ
カ
ス
・
ブ
チ
コ
ケ
ル
・
ブ
チ
コ
ム
（
投
げ
込
む
）
・
ブ
チ
コ
ロ
ス
・
ブ
チ
ホ
ー
ル
（
投
げ
倒
す
・
捨
て
る
・
投
げ
る
）
・
ブ
チ
ホ
ッ
ト
ク
（
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
）
・
ブ
チ
撒
ク
・
ブ
チ
メ
グ
（
壊
す
）」
と
い
う
例
を
挙
げ
る
。
《
ア
カ
ン
》「
だ
め
だ
」
の
意
。
ア
カ
ン
（
マ
マ
）
・
曲
学
問
ハ
ワ
ル
キ
学
門
也
（
８
ウ
４
）
＊
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
で
は
「
ア
カ
ン
駄
目
だ
。
い
け
な
い
。（
不
敬
。
や
や
卑
。
…
）」
と
さ
れ
る
。
《
カ
ン
マ
ン
》「
構
わ
な
い
」「
差
し
支
え
な
い
」
の
意
。
・
可
ナ
ラ
ン
カ
ト
ハ
カ
ン
マ
ン
カ
ト
云
コ
ト
（
８
ウ
９
）
・
得
之
ト
ハ
シ
テ
モ
カ
ン
マ
ン
（
１３
オ
１１
）
＊
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
は
「
カ
ン
マ
ン
【
句
】
差
し
支
え
な
い
我
ま
ん
す
る
構
わ
な
い
『
和
歌
山
・
香
川
・
九
州
』」
と
す
る
。
高
田
（
一
九
八
五
）
は
「
カ
ン
マ
ン
構
わ
な
い
。
宜
し
い
。
…
」
と
す
る
。
《
ナ
》「
…
ね
ば
」「
…
な
け
れ
ば
」
の
意
。
﹇「
ナ
」
の
例
﹈
・
…
年
貢
ト
ル
タ
ケ
ト
ラ
ナ
キ
カ
ン
（
１４
ウ
６
）
・
…
ベ
ツ
ニ
五
十
畝
ダ
ケ
家
來
ニ
ヤ
ラ
レ
ナ
ナ
ラ
ヌ
者
ナ
リ
（
１５
オ
４
）
﹇「
ネ
バ
」
の
例
﹈
・
今
世
ノ
中
ノ
人
ヒ
マ
ア
レ
バ
學
ビ
老
イ
テ
居
ル
ヨ
フ
ニ
シ
テ
ヲ
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
（
１２
オ
１４
）＊
動
詞
・
助
動
詞
の
未
然
形
に
付
い
て
、「
…
ね
ば
」「
…
な
け
れ
ば
」
の
意
を
表
す
。
金
沢
治
（
一
九
七
六
）
は
「
ナ
【
接
続
助
詞
】「
ね
ば
」
の
意
」
と
し
「
行
テ
ミ
ナ
ワ
カ
ラ
ン
〔
行
っ
て
見
ね
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
〕
起
キ
テ
コ
ナ
ホ
ッ
ト
ケ
〔
起
き
て
来
ね
ば
す
て
て
お
け
〕」
の
例
を
挙
げ
る
。
高
田
豊
輝
（
一
九
八
五
）
は
「
…
な
け
れ
ば
。
未
然
形
に
付
く
」
と
さ
れ
る
。
地方語史研究資料として見た学習記録 ――臨江山地蔵寺蔵『孟子聞録』を例として――
―２３９―
以
上
の
よ
う
に
、『
孟
子
聞
録
』
に
は
、
音
韻
・
音
声
に
関
す
る
事
象
を
は
じ
め
と
し
て
、
文
法
に
関
す
る
事
象
や
語
彙
に
関
す
る
事
象
ま
で
、
現
代
の
徳
島
言
葉
に
通
ず
る
様
々
な
言
語
事
象
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
言
語
事
象
か
ら
す
れ
ば
、
本
資
料
は
、
江
戸
時
代
後
期
、
文
化
・
文
政
年
間
（
一
八
〇
四
〜
一
八
三
〇
）
頃
か
ら
、
そ
れ
以
降
間
も
な
い
頃
に
、
徳
島
言
葉
を
話
す
師
匠
に
よ
る
講
義
を
聞
き
書
き
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
徳
島
言
葉
を
考
察
す
る
上
で
有
益
な
学
習
記
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
む
す
び
第
二
・
三
節
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、『
孟
子
聞
録
』
は
、《
第
二
種
Ｂ
類
》
の
学
習
記
録
と
同
じ
「
聞
書
」
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漢
文
の
語
句
の
意
味
や
、
文
脈
・
背
景
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
会
話
文
を
当
時
の
言
葉
で
再
現
す
る
な
ど
、
文
法
・
語
彙
に
関
わ
る
話
し
言
葉
・
俗
語
的
な
言
語
事
象
が
多
数
現
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、《
第
一
種
》
の
学
習
記
録
に
お
け
る
弱
点
を
補
う
資
料
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

島
言
葉
を
話
す
師
匠
の
講
義
を
聴
講
す
る
際
に
、
師
匠
の
音
声
言
語
を
そ
の
ま
ま
文
字
と
し
て
写
し
取
っ
た
と
い
う
点
で
、《
第
二
種
》
の
学
習
記
録
の
持
つ
問
題
点
を
克
服
す
る
資
料
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
孟
子
聞
録
』
は
、
新
た
な
地
方
語
史
研
究
資
料
と
な
り
う
る
《
第
三
種
》
の
学
習
記
録
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
孟
子
聞
録
』
の
よ
う
な
《
第
三
種
》
の
学
習
記
録
は
、
右
に
見
た
よ
う
な
性
格
か
ら
、《
第
一
種
》
と
《
第
二
種
》
の
学
習
記
録
の
中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
入
門
期
の
学
習
方
法
で
あ
る
素
読
を
終
え
た
学
習
者
が
、
専
門
的
な
学
習
の
た
め
に
、
高
野
山
に
遊
学
し
た
り
、
京
都
な
ど
各
地
で
開
催
さ
れ
る
講
演
聴
講
に
出
か
け
る
前
の
、
い
わ
ば
専
門
学
習
の
準
備
期
間
に
行
わ
れ
る
学
習
と
し
て
、
自
分
の
止
住
す
る
寺
院
、
あ
る
い
は
近
隣
の
寺
院
な
ど
で
、
漢
文
の
語
句
の
意
味
や
、
文
脈
の
解
釈
に
つ
い
て
、
師
匠
の
講
義
を
聴
く
と
い
う
、
素
読
学
習
か
ら
一
段
階
レ
ベ
ル
を
上
げ
た
、
や
や
高
度
な
学
習
を
行
っ
た
際
に
産
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。第
一
節
に
取
り
上
げ
た
、
實
道
の
講
演
聴
講
記
録
の
よ
う
な
僧
侶
の
聴
講
記
録
に
よ
れ
ば
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る
能
化
に
よ
る
講
演
を
聴
講
す
る
場
が
、《
第
二
種
Ａ
類
》
の
学
習
記
録
や
《
第
二
種
Ｂ
類
》
の
学
習
記
録
で
あ
る
「
聞
書
」
作
成
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
場
で
「
聞
書
」
を
作
成
し
た
と
い
う
僧
侶
の
記
録
は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
『
孟
子
聞
録
』
は
、
学
習
者
の
止
住
す
る
寺
院
の
周
辺
で
、
身
近
な
人
が
師
匠
と
な
っ
て
講
演
（
講
義
）
し
、
そ
れ
を
受
講
し
た
学
習
者
が
「
聞
書
」
を
作
成
す
る
よ
う
な
場
が
存
在
し
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ほ
ん
の
小
さ
な
私
的
な
教
育
と
学
習
の
場
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
記
録
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。し
か
し
、ど
ん
な
に
小
さ
な
場
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
教
育
と
学
習
の
場
が
存
在
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
他
に
も
『
孟
子
聞
録
』
同
様
に
地
方
語
史
研
究
に
堪
え
る
《
第
三
種
》
の
学
習
記
録
は
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
《
第
三
種
》
の
学
習
記
録
群
の
開
発
と
発
掘
が
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。
注
１
稲
谷
祐
宣
「
密
教
の
教
育
・
行
事
・
儀
礼
」（『
現
代
密
教
講
座
第
五
巻
』
大
東
出
版
社
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
）
に
詳
し
い
。
２
《
第
一
種
》《
第
二
種
Ａ
類
》
の
角
筆
が
用
い
ら
れ
た
学
習
記
録
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
世
地
方
寺
院
に
お
け
る
僧
侶
の
修
学
と
角
筆
使
用
」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
一
一
二
輯
、
平
成
十
六
年
三
月
）
を
参
照
。
３
た
だ
し
、
す
べ
て
が
師
匠
の
こ
と
ば
で
あ
る
と
す
る
の
に
も
問
題
が
あ
る
。
師
匠
の
こ
と
ば
を
学
習
者
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
ば
、
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
。
４
小
林
芳
規
『
角
筆
文
献
研
究
導
論
中
巻
日
本
国
内
篇
（
上
）』（
汲
古
書
院
、
平
成
十
六
年
九
月
）、『
角
筆
文
献
研
究
導
論
下
巻
日
本
国
内
篇
（
下
）』（
汲
古
書
院
、
平
成
十
六
年
十
月
）
で
は
、
日
本
全
国
で
発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献
か
ら
注
目
さ
れ
る
言
語
事
象
を
抽
出
し
、
分
析
・
整
理
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
方
言
史
研
究
の
構
想
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
５
阿
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
阿
南
市
史
第
四
巻
（
現
代
阿
南
の
出
発
と
発
展
）』（
阿
南
市
教
育
委
員
会
事
務
局
、
平
成
十
九
年
十
二
月
）
に
よ
る
。
６
佐
野
之
憲
に
よ
っ
て
文
化
十
二
年
に
編
集
さ
れ
た
『
阿
波
志
』（

島
県
立
図
書
館
蔵
の
写
真
版
に
よ
る
）
に
は
、『
地
蔵
寺
在
答
島
村
西
分
里
。
慶
長
中
、
命
廢
長
福
寺
、
以
置
此
寺
。
萬
治
中
、
釋
宥
壽
居
。
隷
正
福
寺
』（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
）
と
あ
る
。
ま
た
、
地
蔵
寺
の
開
基
か
ら
十
六
世
ま
で
の
住
職
が
記
さ
れ
た
銘
板
（
地
蔵
寺
蔵
）
に
は
、『
権
大
僧
都
法
印
宥
壽
開基
』
と
あ
る
。
７
本
文
献
は
、『
孟
子
』
本
文
と
朱
熹
註
に
関
す
る
注
釈
を
聞
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
原 卓 志
―２４０―
次
に
掲
げ
る
五
項
目
は
『
論
語
』
先
進
第
十
一
の
語
句
に
関
す
る
注
釈
で
あ
る
。
（
マ
マ
）
・
鏗
コ
ト
ヽ
ヲ
ト
カ
シ
タ
ノ
コ
ト
ヲ
ヲ
ク
ヲ
ト
カ
シ
タ
（
１３
ウ
４
）
・
冠
者
ゲ
ン
フ
ク
□
□
（
１３
ウ
４
）
・
舞
《
絵
あ
り
》（
１３
ウ
５
）
・
詠
ハ
歌
ヲ
ウ
ト
ヲ
テ
（
１３
ウ
５
）
・
俗
ト
ハ
ユ
ウ
ヲ
ア
ブ
ル
コ
ト
（
１３
ウ
５
）（「
俗
」
は
「
浴
」
の
誤
写
）
【
論
語
本
文
】
點
爾
何
如
。
鼓
レ
瑟
希
。
鏗
爾
舎
レ
瑟
而
作
。
對
曰
、
異
二
乎
三
子
者
之
撰
一
。
子
曰
、
何
傷
乎
。
亦
各
言
二
其
志
一
也
。
曰
、
莫
春
者
、
春
服
既
成
。
冠
者
五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
浴
二
乎
沂
一
、
風
二
乎
舞
一
、
詠
而
歸
。
夫
子
喟
然
歎
曰
、
吾
與
レ
點
也
。（
二
五
四
頁
）
『
孟
子
』
公
孫
丑
章
句
下
・
十
章
に
つ
い
て
注
釈
し
て
い
る
部
分
に
、
こ
の
よ
う
な
『
論
語
』
の
注
釈
が
混
入
し
た
の
は
、『
孟
子
』
の
「
龍
斷
」（
公
孫
丑
章
句
下
・
十
章
）
と
い
う
言
葉
か
ら
『
論
語
』
の
「
舞
」
が
連
想
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
龍
斷
」
は
土
地
の
高
く
切
り
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
い
い
、
利
益
を
独
占
し
よ
う
と
す
る
者
が
市
場
を
見
渡
せ
る
高
台
に
上
っ
て
、
利
益
を
得
ら
れ
そ
う
な
所
を
捜
す
と
い
う
文
脈
に
用
い
ら
れ
る
。
「
舞
」
は
雨
乞
い
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
高
台
で
、
孔
子
に
抱
負
を
尋
ね
ら
れ
た
曾

（
點
）
が
、
沂
水
で
浴
し
た
後
に
上
っ
て
、
ひ
と
涼
み
し
た
い
所
と
し
て
挙
げ
た
場
所
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
高
台
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、
本
書
で
は
「
龍
斷
」「
舞
」
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
そ
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、『
孟
子
』
を
講
義
し
て
い
た
師
匠
が
「
龍
斷
」
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
際
に
、
高
台
と
い
う
こ
と
か
ら
『
論
語
』
の
「
舞
」
を
連
想
し
、
脱
線
す
る
よ
う
な
形
で
「
舞
」
に
ま
つ
わ
る
『
論
語
』
の
説
明
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
が
混
入
す
る
の
も
「
聞
書
」
類
の
特
徴
で
あ
り
、
素
読
段
階
の
学
習
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
８
山
崎
久
之
『
国
語
待
遇
表
現
体
系
の
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
）、「
第
二
編
江
戸
後
期
（
上
方
）
の
待
遇
表
現
体
系
」
に
よ
る
。
９
小
林
芳
規
『
角
筆
文
献
研
究
導
論
下
巻
日
本
国
内
篇
（
下
）』（
汲
古
書
院
、
平
成
十
六
年
十
月
）、
第
七
章
第
五
節
「
四
国
地
方
の
角
筆
文
献
」
参
照
。
１０
拙
稿
「
鴨
島
小
学
校
旧
蔵
『
日
本
外
史
訓
蒙
』
墨
書
書
き
入
れ
注
釈
に
つ
い
て
―
明
治
期
に
お
け
る

島
こ
と
ば
の
資
料
と
し
て
―
」（
語
文
と
教
育
第
一
九
号
、
平
成
十
七
年
八
月
）。
１１
注
（
１０
）
文
献
参
照
。
【
附
記
】
本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
一
般
））「
国
語
史
資
料
・
学
習
史
資
料
開
発
の
た
め
の
近
世
地
方
寺
院
伝
存
文
献
の
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
、
原
卓
志
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
臨
江
山
地
蔵
寺
住
職
、
米
田
戒
栄
様
に
は
、
貴
重
な
文
献
の
調
査
を
お
許
し
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
に
御
厚
情
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
地方語史研究資料として見た学習記録 ――臨江山地蔵寺蔵『孟子聞録』を例として――
―２４１―
Traditionally a study about the history of the vernacular has hardly been developed except for some
regions because the literature that reflects colloquial words and linguistic phenomena of slang in a con-
cerned region is limited and consequently only fragmentary materials can be gained. Therefore it is crucial
that new literature and materials should be discovered in order to promote the study about the history of
the vernacular.
In this article the author follows the procedure below and argues that in the learning notes produced
by people in the Edo period a collection of new materials that is potentially useful research data for the
study about the history of the vernacular.
First, the author considers the problems in dealing with the learning notes as research materials of the
study about the history of the vernacular.
Second, the author focuses on “Mousibunroku”, which belongs to Rinkouzan Jizouji Temple, and he
shows that it can be a useful material to consider the vernacular of Tokushima in the latter period of
Edo.
Finally, on the basis of this consideration the author provides the prospects of development and dis-
covery of a group of the learning notes that can be useful for the study about the history of the vernacu-
lar.
The learning notes as materials for the study about the history of the vernacular
――With a focus on “Moushibunroku” of Rinkouzan Jizouji Temple――
HARA Takuji
―２４２―
